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3.1 電話機能一覧

発信 外線に電話をかけます。

着信 外線からの電話を受けます。

内線通話 Atermにつないだ電話機どうしで通
話します。

内線転送 外線からの電話をAtermにつないだ
他の電話機に転送します。

受話音量調節 相手の声の音量を調節します。

短縮ダイヤル 短縮ダイヤルで電話をかけます。

発信者番号通知 電話をかけたときに自分の電話番号
を相手に知らせます。

着信履歴先発信 一度かけてきた相手に、着信履歴を
使って電話をかけます。

キャッチホン INSネット64 通話中に別の相手からの電話を受け
ることができます。

三者通話 INSネット64 三人で通話します。

着信転送 かかってきた電話をほかの電話番号
に転送します。電話番号着信通知は、
かかってきた相手の電話番号を電子
メールで知らせる機能です。

通信中転送 INSネット64 通話中に、別の相手に転送します。

INSネット64 電話がかかってきたとき、相手の電話
番号をAtermやアナログ通信機器に
表示します。

キャッチホン・ディスプレイ INSネット64 通話中に別の電話がかかってきたと
き、相手の電話番号をAtermやアナ
ログ通信機器に表示します。

ｉ・ナンバー INSネット64 ２つの電話番号を使い分けます。

ダイヤルインサービス INSネット64 複数の電話番号を使い分けます。

モデム・ダイヤルイン INSネット64 着信した電話番号をモデム信号とし
てアナログ通信機器に送信します。ア
ナログ通信機器のダイヤルインに対
応します。

アナログ・ダイヤルイン INSネット64 着信した電話番号をプッシュボタン
信号としてアナログ通信機器に送出
します。アナログ通信機器のダイヤル
インに対応します。

INSネット64 電話がかかってきたとき、NTTの交
換機側で転送するサービスです。

INSナンバー・ディスプレイと
INSナンバー・リクエスト

INSボイスワープと
INSボイスワープ・セレクト

INSキャッチホン

疑似キャッチホン

三者通話

疑似三者通話

3-4ページ

3-5ページ

3-6ページ

3-8ページ

3-9ページ

3-10ページ

3-12ページ

3-15ページ

3-16ページ

3-19ページ

3-22ページ

3-27ページ

3-29ページ

3-33ページ

3-36ページ

3-38ページ

3-41ページ

3-44ページ

3-47ページ

着信転送 INSネット64

疑似着信転送

電話番号着信通知 INSネット64
BIGLOBE

サービス・機能の名称 必要な契約 内　容 参照ページ

電
話
機
能
一
覧



3-3
3.  電話機能

3

識別着信 INSネット64 あらかじめ登録した相手のみを着信
させ、その他の着信を受け付けないよ
うにします。

なりわけ INSネット64 あらかじめ登録した相手からの着信
があったとき、特別な呼出音を鳴らし
てお知らせします。

INSネット64 通話中に別の電話がかかってきたと
き、あらかじめ登録した相手に限っ
て、電話を受けることができます。

INSネット64 迷惑電話やいたずら電話を着信させ
ないようにします。

優先着信ポート指定 着信する電話機に優先順位をつけ
ます。

マイプライベート着信 INSネット64 相手によって、着信させる電話機を変
えます。

着信ダイヤルイン複数選択 INSネット64 1つのアナログポートに複数の電話
番号を着信させます。

サブアドレス 電話番号にサブアドレスを付けて発
信・着信させます。

識別着信転送 INSネット64 あらかじめ登録した相手からの着信
のみを転送します。

お出かけ設定 就寝時や外出時など、電話に出られな
いときのための機能です。電話の着信
音を鳴らさないおやすみモードとフ
ラッシュモード、電話を転送する電話
着信転送モードとボイスワープ転送
モードがあります。

HLC HLCが一致する相手とだけ通信する
ことができます。

参照ページ

3-50ページ

3-54ページ

3-57ページ

3-59ページ

3-62ページ

3-63ページ

3-66ページ

3-68ページ

3-71ページ

3-72ページ

3-76ページ

INSなりわけ
識別リンギング

疑似なりわけ INSネット64

選択キャッチ
ホン

迷惑電話
おことわり

おやすみモード

電話着信転送
モード

ボイスワープ転送
モード

フラッシュモード

INSネット64
BIGLOBE

INSネット64

識別着信転送
疑似識別着信転送

迷惑電話
おことわり

迷惑電話防止

選択キャッチホン

疑似選択キャッチ
ホン

INSなりわけ
識別着信

サービス・機能の名称 必要な契約 内　容

電
話
機
能
一
覧

疑似識別着信 INSネット64

INSネット64

INSネット64

INSネット64

※1．必要な契約欄の「INSネット64」は、INSネット64の付加サービスの契約が必要であることを
示しています。また、「BIGLOBE」は、インターネットプロバイダBIGLOBEで追加の申し込み
が必要であることを示しています。

※2．INSキャッチホン、三者通話、着信転送、通信中転送は、INSネットの64フレックスホンサービ
スです。

※3．キャッチホンは、コールウェイティングと呼ばれていたものです。
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3.2 基本機能
3.2.1 電話をかける
Atermに接続した電話機から電話をかけます。
詳しい操作は、お使いの電話機の取扱説明書をお読みください。

こんなときは�？�？�
・ LCR内蔵の電話機の場合、発信や着信、LCRデータの自動ダウンロードなどが
うまくいかないことがあります。このようなときは、ダイヤル桁間タイマを9秒
以上に設定してみてください。

● らくらくユーティリティの場合
『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（1.1.1／1.2.1／1.3.1）

［ダイヤル桁間タイマ］：5秒（初期値）／9秒／11秒／13秒

● 電話機から設定する場合
「8．電話機からの設定操作」（ 8-3ページ）

電
話
を
か
け
る

1. 電話機の受話器をあげる

「ツー」という音が聞こえ、使用している
アナログポート名（ここではAポート）が
ディスプレイに表示されます。

A

�

８月２４日　１３：００�

2. 相手の電話番号をダイヤルする

ダイヤル後、約5秒（工場出荷時の値）
たってから発信します。
ダイヤル後、続けて を押すと、すぐ
に発信します。
電話番号を間違えたときは、いったん受
話器を置いて、手順1からやり直してく
ださい。

A

０３１２３４５６７８�

アナロクﾞ 　Ａ　ハッシン�

3. 通話する

A B1

�

８月２４日　１３：４０�

4. 通話が終わったら、受話器を戻す

「アナログAセツダン」と表示され、今か
けた通話の料金が表示されます。

０１６　　　　　　１０円�

アナロクﾞ Ａ　セツタﾞ ン�

切断理由（ 付-11ページ）
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・ 最初は、 1つがダイヤル終了識別キーとして働くように設定されています。
を含む電話番号にダイヤルしたいときは、 発信の設定を、「 発信を

しない」、または「 で発信する」に変更します。

● らくらくユーティリティの場合
『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（1.5）

［［＃］で発信］：使用しない（＃を電話番号として扱う）／使用する（＃で発信動作を行う）／使

用する（＃＃で発信動作を行う）

● 電話機から設定する場合
 「8．電話機からの設定操作」（ 8-8ページ）

3.2.2 電話を受ける
Atermに接続した電話機で電話を受けます。詳しい操作は、お使いの電話機の取扱
説明書をお読みください。

電
話
を
受
け
る

1. 着信音が鳴る

「アナログチャクシン」と表示されます。
INSナンバー・ディスプレイを契約して
いて、相手が発信者番号を通知している
場合は、通話相手の電話番号が表示され
ます。

０３１２３４５６７８�

アナロクﾞ 　　チャクシン�

2. 受話器をあげて通話する

A B1

�

８月２４日　１３：４０�

3. 通話が終わったら、受話器を戻す

０１６�

アナロクﾞ Ａ　セツタﾞ ン�

切断理由（ 付-11ページ）
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3.2.3 内線通話
Atermのアナログポートにつないだ電話機の間で、通話することができます。

2F

1F
INS�
ネット�
64

1. 電話機の受話器をあげる

「ツー」という音が聞こえ、ディスプレイ
に使用しているアナログポート名が表
示されます。

A

�

８月２４日　１４：２０�

2. ［ポート番号］を押す

相手の電話機のポート番号を指定します。
：アナログAポート

：アナログBポート

：アナログCポート

ダイヤル後、約5秒（工場出荷時の値）たっ
てから発信します。ダイヤル後、続けて
を押すと、すぐに発信します。

A

ナイセン　Ａ－＞Ｂ�

アナロク゛　チャクシン�

内
線
通
話

3. 通話する

A B

�

８月２４日　１４：２０�

4. 通話が終わったら、受話器を戻す

�

８月２４日　１４：２０�

AポートからBポートに
かけた場合
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内
線
通
話

こんなときは�？�？�
内線通話中に外線から電話がかかってきたときは、「プップッ」と割り込み音を鳴
らしてお知らせします。フッキングすると、内線通話は終了し外線との通話に切り
替わります。

ご 参 考�
・ 停電時は利用できません。

・ AtermをINSネット64に接続していなくても、内線通話は可能です。

・ フッキングとは…
電話機にフッキングの機能ボタンがある場合は、そのボタン（例：「フック」、
「キャッチ」など）を押します。フッキングの機能ボタンがない場合は、フックス
イッチを軽く押して離します（長い時間押すと、電話が切れます）。フッキング
は、キャッチホンや三者通話の時に使います。

・ フッキング検出タイマ
フッキングがうまく働かないときは、フッキング検出タイマを調整してくだ
さい。

● らくらくユーティリティの場合
「らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート」（1.1.1／1.2.1／1.3.1）

● 電話機から設定する場合
「8．電話機からの設定操作」（ 8-3ページ）
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3.2.4 内線転送
外線からかかってきた電話を、別のアナログポートにつないだ電話機やファクス
に転送します。

2F

1F

ご 参 考�
・ 同一回線にバス接続されている別のターミナルアダプタに接続された電話機へ
は、内線転送できません。

・ フッキングしたあと、すぐに次の操作をしないと、外線との通話に戻ります。「プ
ププ」音が止んだときは、もう一度フッキングしてください。

・ 転送中（内線相手を呼出中）にフッキングすると、外線との通話に戻ります。
・ 停電時は利用できません。
・ 三者通話中には内線転送はできません。

1. 外線と通話中にフッキングする

「プププ」という音が聞こえます。外線
で通話中の相手には、保留音が聞こえ
ます。

A B1

�

８月２４日　１４：２０�

2. ［ポート番号］を押す

相手の電話機のポート番号を指定し
ます。

：アナログAポート

：アナログBポート

：アナログCポート

ダイヤル後、約5秒（工場出荷時の値）たっ
てから発信します。ダイヤル後、続けて
を押すと、すぐに発信します。

A B1

ナイセン　Ａ－＞Ｂ�

アナロク゛　チャクシン�

3. 転送先の電話機が鳴る

そのまま受話器を戻すか、転送先が電話
に出てから、転送する旨を伝えて受話器
を戻します。

A B B1

�

８月２４日　１４：２０�

4. 転送先と外線相手が通話する

B B1

�

８月２４日　１４：０５�

AポートからBポー
トに転送する場合

内
線
転
送
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3.2.5 受話音量調節
通話中、電話機の を押して、相手の声の音量を調整できます。

受話音量を調整できるようにする
工場出荷時の状態では、受話音量が変更できないようになっています。電話機から
以下の操作を行うと、通話中の受話音量調整が可能になります。

ご 参 考�
・ ふたたび受話音量を変更できないように戻すには、手順5で を押します。

通話中に音量を調整する
通話中、電話機の操作で音量を調整します。

1. 通話中に を押す

押すたびに、中→大→小の3段階で音量が切り替わります。

ご 注 意�
相手の電話機の機種によっては、相手が を押すと、自分側の電話機の音
量が切り替わることがあります。このような場合は、受話音量を変更できない設定
に戻してください。

受
話
音
量
調
節

1. 受話器をあげる

A

�

８月２４日　１５：３０�

2. を順に押す

A

�

セッテイホ゜ートセンタク�

3. 設定するポートの番号を押す

：アナログAポート

：アナログBポート

：アナログCポート

A

�

アナロク゛Ａ　ニセッテイ�

4.  を順に押す

A

０：ヘンコウシナイ�

ツウワチュウオンリョウ�

5.  を押す

A

１：ヘンコウスル�

ツウワチュウオンリョウ�

6. を順に押す

A

�

セッテイシマシタ�

7. 受話器を戻す
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ご 参 考�
らくらくユーティリテまたは電話機からの操作で、受話音量の大・中・小を設定（初
期値：中）することもできます。通話中の受話音量調整がうまくいかない場合はこ
ちらをお使いください。

● らくらくユーティリティの場合
『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（1.1／1.2／1.3）

● 電話機から設定する場合
「8.電話機からの設定操作」（ 8-4ページ）

3.2.6 短縮ダイヤル
相手の電話番号を電話帳に登録しておくと、短縮ダイヤルで電話をかけることが
できます。短縮ダイヤルには10件まで登録できます。

短縮ダイヤルを登録する
相手の電話番号を短縮ダイヤルに登録します。

こんなときは�？�？�
・ 登録済みの電話番号を変更したい場合、手順1で修正する番号を選択し、新しい
電話番号に変更してください。

・ 登録済みの電話番号を削除したい場合、手順1で削除する番号を選択したあと、
［削除］ボタンをクリックしてください。

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル

1. 一覧から空いている番号を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（4.1）

［電話帳］ボタン→［短縮ダイヤル］タブ

一覧から空いている番号をクリックし
ます。

一覧の番号が短縮番号になります。

2. 名前・電話番号・サブアドレスを入力
する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（4.1）

1) 相手の名前を入力する

2) 電話番号を市外局番から入力する

3) 必要ならサブアドレスを入力する

3. ［更新］ボタンをクリックする

4. 続けてほかの番号を登録するときは、
手順1～3を繰り返す
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ご 参 考�
短縮ダイヤルは、電話機から登録することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-8ページ）

短縮ダイヤルで電話をかける
登録した短縮ダイヤルを使って電話をかけます。

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル

1. 電話機の受話器をあげる

「ツー」という音が聞こえ、使用している
アナログポート名がディスプレイに表
示されます。

A

�

８月２４日　１３：００�

2. ［短縮ダイヤル番号］（0～9）を
押す

電話番号を登録した一覧の番号が短縮
ダイヤル番号（0～9）です。一覧の番号
が「01」のときは、 → と押し
ます。
ダイヤル後、約5秒（工場出荷時の値）たっ
てから発信します。ダイヤル後、続けて
を押すと、すぐに発信します。

A

０３１２３４５６７８�

アナロクﾞ 　Ａ　ハッシン�

3. 通話する

A B1

�

８月２４日　１３：４０�

4. 通話が終わったら、受話器を戻す

０１６　　　　　　１０円�

アナロクﾞ Ａ　セツタﾞ ン�
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3.2.7 発信者番号通知
自分の電話番号を相手に通知するサービスです。相手がINSナンバー・ディスプレ
イを契約し、ナンバー・ディスプレイ対応の電話機を使っている場合、相手の電話
機に自分の電話番号が表示され、相手は電話に出る前に誰から電話がきたかを知
ることができます。
INSネット64の基本サービスとして発信者番号を通知する／しないを契約できま
すが、実際に通知するかどうかは、Atermの設定や、ダイヤル時に付加する番号
（184／186）に影響されます。

ご 参 考�
「3.3.5　INSナンバー・ディスプレイとINSナンバー・リクエスト」（ 3-29ページ）

184／186を付ける
発信者番号の通知する／しないを一時的に変更したい場合は、ダイヤル時に相手
の電話番号の前に、184／186を付けてください。INSネット64の契約やAterm
の設定内容に関係なく、通知する／通知しないを指定できます。
184（通知しない）：電話番号は通知されません。
186（通知する）：電話番号が通知されます。

発信者番号を通知する／通知しないの組み合わせ
INSネット64の契約やAtermの設定、184／186の付加の組み合わせによって、
実際に通知する／しないは次のようになります。

発
信
者
番
号
通
知

Atermの設定

通知しない 通知する

番号付けない × ○ ○

184 × × ×

186 ○ ○ ○

番号付けない × ○ ×

184 × × ×

186 ○ ○ ○

通常通知
（通話ごと非通知）

通常非通知
（回線ごと非通知）

○：通知する　×：通知しない

INSネット64
の申込内容に
従う

発信時の
付加番号

INSネット64の
契約
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ご 注 意�
INSネット64で常時通知拒否をご契約の場合、Atermの設定や184／186の付
加に関係なく、常に通知されません（常時通知拒否は以前にあった契約パターンで
す。現在、新しく常時通知拒否を契約することはできません）。

発信者番号通知を設定する
発信者番号を通知するかどうかを、ポートごとに設定します。

1. 番号通知を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（1.1／1.2／1.3／2.1／2.2／2.3）

アナログポート：［アナログポート］ボタン→［Aポート］／［Bポート］／［Cポート］タブ

データポート：［データポート］ボタン→［データポート］／［USB（B）ポート］／［USB（F）ポー
ト］／タブ→［電話番号］選択

契約内容に関わりなく通知するときは「行う」を、契約通りとするときは「INSネット64の申
込通り」を選択します。

ご 参 考�
発信者番号通知は、電話機から設定することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-4ページ）

発
信
者
番
号
通
知

（初期値）
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通知する電話番号を設定する
相手に通知する電話番号を、ポートごとに設定します。何も設定しなければ、契約
者回線番号が通知されます。契約者回線番号、ダイヤルイン番号、i・ナンバー情報と
して登録した番号の中から、通知する番号をポートごとに選択できます。

1. ポートごとに電話番号を選択する

ご 参 考�
発信者通知番号は、電話機から設定することもできます。
「8.  電話機からの設定操作」（ 8-4ページ）をお読みください。

発
信
者
番
号
通
知

・i・ナンバーを使用しないとき

［契ON]ボタンをクリックすると、すべ
てのポートの通知番号が契約者回線番
号となります。［全OFF］ボタンをクリッ
クすると、すべてのポートの通知番号が
「なし」になります。

・i・ナンバーを使用するとき

[1 ON］ボタンをクリックすると、すべ
てのポートの通知番号が、i・ナンバー情
報1となります。[2 ON]ボタンをクリッ
クすると、すべてのポートの通知番号
が、i・ナンバー情報2となります。

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（3.1／3.1i）

［番号テーブル］ボタン

通知する電話番号を選択します。ポートごとに1つの電話番号を選択できます。
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3.2.8 着信履歴先発信
Atermには、かかってきた相手の電話番号やかかってきた時間などの着信履歴が
最新の50件分まで記録されています。Atermのディスプレイに着信履歴を表示し
て確認したり、表示された番号に電話をかけることができます。

ご 参 考�
・ 着信件数が50件を超えると、古いものから順に消去されます。

・ 着信履歴 for USB ユーティリティ（ 6-4ページ）を使うと、パソコン上で
着信履歴の表示や発信ができます。

・ Atermの前面ボタンを使っても着信履歴の表示や発信ができます（「6.1着信履
歴表示」 6-2ページ）。

こんなときは�？�？�
着信履歴を消去したいときは、着信履歴が表示されている画面で を押します。
「ショウキョシマス」が表示されます。もう一度 を押すと「ショウキョシマシ
タ」が表示され、すべての着信履歴が消去されます。

ご 注 意�
Atermの電源を切ると、すべての着信履歴が消去されます。

着
信
履
歴
先
発
信

1. 受話器をあげる

どのアナログポートに接続してある電
話機でもかまいません。

2. を順に押す

最新の着信履歴が表示されます。

A

０３１２３４５６７８／�

２５日２２：１０　○　Ａ�

▲
�

3. 1つ前の履歴を表示するときは、
を押す

A

０３１１１１１１１１／�

２５日１８：１０　○　Ａ�

▲
�

以降、 を押すたびに古い履歴が表示
されます。今より新しい履歴を表示する
ときは を押します。

4. 表示されている番号に電話をかける
ときは を押す

5. 終了するときは受話器を戻す

⑦次頁の有無　続きがあ
るときは、 で次の
ページ、 で前の
ページを表示する

①着信日付 ②着信時間

③応答の有無
○：応答　×：応答しない

④応答した
ポート

⑤発信者電話番号　非通知
のときはその理由「ヒツ
ウチ」、「コウシュウデン
ワ」、「ヒョウジケンガイ」

⑥サブアドレスが
続くときの区切り ※ ITX80、80/Dの場合、③の応答時の「○」は表示

されません。
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3.3 便利な機能
3.3.1 INSキャッチホン（INSネット64）／

疑似キャッチホン（Aterm機能）
通話中に別の相手から電話がかかってきた場合、割込音を鳴らせてお知らせしま
す。フッキング操作によって、現在の電話の相手を保留し、新しくかかってきた相
手と話すことができます。
INSネット64のフレックスホンのINSキャッチホンを使う方法と、Atermの疑似
キャッチホンを使う方法があります。

フレックスホンのINSキャッチホン（INSネット64）／
疑似キャッチホン（Aterm機能）の違い

ご 参 考�
・ INSナンバー･ディスプレイ契約時はキャッチホン・ディスプレイ機能を使うこ
とができます（ 3-33）。

・ キャッチホンで割り込みさせる相手をあらかじめ制限しておくことができます
（「3.3.14　選択キャッチホン／疑似選択キャッチホン」 3-57）。

INSネット64　フレックスホン
INSキャッチホン

フレックスホンのINSキャッチホン

付加サービス使用料

Bチャネルを1本しか使わないた
め、空いているポートで通話や通
信が可能です。

－

－

Aterm
疑似キャッチホン

不要

不要

B1・B2チャネルを両方使うため、
他のポートを使用できません（内
線通話のみ可能）。

－

－

追加契約

追加料金

サービスの違い

利用条件

その他

IN
S

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）／
疑
似
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン（A

te
rm

機
能
）
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キャッチホンを設定する
フレックスホンのINSキャッチホンと疑似キャッチホンの、どちらを利用するかを
設定します。

1.  「INSキャッチホン」（フレックスホンのINSキャッチホン）か「疑似キャッチホン」を選
択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』Windows版（1.1／1.2／1.3）

［アナログポート］ボタン→［Aポート］／［Bポート］／［Cポート］タブ

「INSキャッチホン」または「疑似キャッチホン」を選択します。

ご 注 意�
ファクスやモデムを接続したポートには、キャッチホンを設定しないでください。
通信中にキャッチホンが入ると、通信エラーとなります。

ご 参 考�
キャッチホンは、電話機から設定することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-3ページ）

（初期値）

IN
S

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）／
疑
似
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン（A

te
rm

機
能
）
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キャッチホンを受ける
通話中に別の電話がかかってきたときの、操作方法を説明します。
以下の説明でディスプレイ表示は、INSキャッチホンの場合です。

電話網�

Aさん�

Bさん�

PuPu.PuPu.

�

こんなときは�？�？�
2台の電話機でそれぞれ通話中に、さらに別の相手から電話がかかってきたとき
は、INSキャッチホンを設定しているアナログポートの中で若い番号のポートにの
み「ププ、ププ…」という音が聞こえます。

1. Aさんとの通話中に「ププ、ププ…」と
いう音が聞こえる

Bさんから電話がかかっています。Bさ
んには、呼出音が聞こえています。

A B1

�

アナロクﾞ チャクシン�

2. フッキングする

Bさんの電話に出ることができます。
Bさんと話している間、Aさんには保留
音が流れます。
もし、この間にAさんが電話を切ると、A
さんとの通話は終了します。

A B2

�

８月２４日　１４：２０�

IN
S

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）／
疑
似
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン（A

te
rm

機
能
）

3. もう一度フッキングする

Aさんとの通話に戻り、Bさんには保留
音が流れます。
以降、フッキングするたびに、相手が交
互に切り替わります。

A B2

�

８月２４日　１４：２０�
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3.3.2 三者通話（INSネット64）／
疑似三者通話（Aterm機能）

通話中にもう一人を呼び出し、三者で通話することができます。
INSネット64のフレックスホンの三者通話と、Atermの持つ疑似三者通話機能が
あります。

INSネット64三者通話と疑似三者通話の違い

ご 参 考�
三者通話の切断時には、最後に話したときの通話料金が表示されます。

通信中転送も同時に契約して
ください。

INSネット64のフレックスホン Aterm
三者通話 疑似三者通話

追加契約 フレックスホンの三者通話 不要

追加料金 付加サービス使用料 不要

サービスの違い

利用条件

その他

－

－

三
者
通
話
（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）
／
疑
似
三
者
通
話
（A

te
rm

機
能
）

Bチャネルを1本しか使わない
ため、三者通話中でも空いてい
るポートで通話や通信が可能
です。

・B1・B2チャネルを両方使う
ため、三者通話中、他のポー
トは使用できません（内線通
話のみ可能）。
・通信中転送は利用できません。
・ミキシングモードから切替
モードには移行できません。

－
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三者通話を設定する
フレックスホンの三者通話と疑似三者通話のどちらを利用するかを設定します。

1. 「三者通話」または「疑似三者通話」のどちらかを選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（1.5）

［アナログポート］ボタン→［共通設定（その他）］タブ

　　

ご 参 考�
三者通話は、電話機から設定することもできます。
「8. 電話機からの設定操作」（ 8-7ページ）

三者通話する
三者通話および疑似三者通話には、三者同時に会話するミキシングモードと二者
を切り替えて会話する切替モードがあります。
以下の説明でディスプレイ表示は、フレックスホンの三者通話の場合です。

● ミキシングモード（三者同時に会話する）

三人で同時に会話できます。

電話網�

Aさん
03-1111-1111

Bさん
03-1111-2222

三
者
通
話
（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）
／
疑
似
三
者
通
話
（A

te
rm

機
能
）

（初期値）
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● 切替モード（二者を切り替えて会話する）

通話中の相手を切り替えて交互に会話します。同時に会話できるのは二人になり
ます。

お待ち下さい�

電話網�

Aさん
03-1111-1111

Bさん
03-1111-2222

三
者
通
話
（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）
／
疑
似
三
者
通
話
（A

te
rm

機
能
）

1. Aさんとの通話中にBさんを呼び出す

1) フッキングする

Aさんには、保留音が聞こえます。

2)「プププ・・・」という音が聞こえたら、Bさ
んの電話番号をダイヤルする

Bさんが電話に出れば、話ができます。

A B1

０３１１１１２２２２�

アナロクﾞ Ａ　ハッシン�

2. Aさん、Bさん、自分の三人で会話する

1) 2回続けてフッキングする

Aさん、Bさん,自分の三人で同時に会話
できます。

A B1

�

８月２４日　１３：４０�

3. 電話を切る

1) 1秒以上受話器を戻すか、フックスイッ
チを長く押す

AさんとBさん両方との電話が切れ
ます。

０１６　　　　　１００円�

アナロクﾞ Ａ　セツタﾞ ン�

1. Aさんとの通話中にBさんを呼び出す

1) フッキングする

Aさんには、保留音が聞こえます。

2)「プププ・・・」という音が聞こえたら、Bさ
んの電話番号をダイヤルする

Bさんが電話に出れば、話ができます。

A B1

０３１１１１２２２２�

アナロクﾞ Ａ　ハッシン�

2. Aさんとの通話に戻る

1) Bさんとの通話中にフッキングする

「ププッ、ププッ」という音が聞こえ、そ
の音が停止した後にAさんとの通話に
戻ります。

この操作を繰り返し、何度でも通話を切
り替えることができます。

A B1

�

８月２４日　１３：４０�

3. 電話を切る

1) 1秒以上受話器を戻すか、フックスイッ
チを長く押す

現在通話中の相手との電話が切れます。

2) 着信音が鳴ったら、受話器を取る

保留中の相手と話ができます。

A B1

�

８月２４日　１３：４０�
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こんなときは�？�？�
切替モードとミキシングモードを切り替える場合、2回続けてフッキングします。た
だし、疑似三者通話の場合は、ミキシングモードから切替モードに切り替えることが
できません。

3.3.3 着信転送（INSネット64）／
疑似着信転送（Aterm機能）

かかってきた電話をほかの電話番号に自動的に転送します。
INSネット64のフレックスホンの着信転送を使う方法と、Atermの疑似着信転送
を使う方法があります。
さらに、遊遊メールの電話番号通知機能を使い、着信した電話番号を電子メールで
通知する方法もあります。

着
信
転
送
（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）
／
疑
似
着
信
転
送
（A

te
rm

機
能
）

Pi. Pi. Pi. Pi.

電話網�

Atermに着信した電話が転送され、別の電話を呼びます
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フレックスホン　着信転送（INSネット64）／
疑似着信転送（Aterm機能）／
電話番号着信通知（遊遊メール）の違い

*1　転送トーキ：「ただいま電話を転送しますので、そのままお待ちください」という音声メッセージ
*2　転送元トーキ：「電話が転送されますので、そのままお待ちください」という音声メッセージ

追加契約

追加料金

サービスの
違い

利用条件

その他

電話番号着信通知
（遊遊メール）

NECのインターネット
プロバイダ「BIGLOBE」
への加入と「遊遊メー
ル」の契約が必要
INSネット64のユー
ザ間情報通知サービ
スの契約が必要

BIGLOBE接続料金
など

かけてきた相手の電話
番号を遊遊メール形式
にして「BIGLOBE」の
メールサーバへ自動的
に送信します。電子
メールで、かけてきた
相手の電話番号を知る
ことができます。

発信者番号通知を行
う必要があります。

遊遊メールについて詳
しくは、「5. Atermの
メール機能」（ 5-1
ページ）をお読みくだ
さい。

INSネット64
フレックスホン
着信転送

フレックスホンの着
信転送

付加サービス使用料

・Bチャネルを1本しか
使わないため、空いて
いるポートで通話や
通信が可能です。
・着信時に転送トーキ*1、
転送元トーキ*2の流し
方を指定できます。

－

－

Aterm
疑似着信転送

不要

不要

・B1・B2チャネルを
両方使うため、着信
転送時は、他のポー
トを使用できません
（内線通話のみ可能）。
・転送トーキや転送元
トーキが流れません。

－

INSネット64の申込
内容が通常通知（通話
ごと非通知）ならば、
転送先には契約者回
線番号を通知します。

着
信
転
送
（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）
／
疑
似
着
信
転
送
（A

te
rm

機
能
）
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ご 参 考�
・ ネットワーク転送型の着信転送サービスとして、INSボイスワープ（ 3-47
ページ）があります。

・ Atermまでの通話料金は発信者に、Atermから転送先の通話料金はAterm側に
かかります。疑似着信転送を使う場合、かかった料金はアナログAポートに蓄積
されます。

・ 着信転送はアナログポートに電話機を接続しなくても利用できます。

・ Atermに着信があっても着信音は鳴りません。

着信転送や疑似着信転送を設定する
着信転送や疑似着信転送を利用するための設定です。電話着信転送モードを選び、
転送の種類や転送条件などを登録します。転送元や転送先電話番号も登録してく
ださい。

着
信
転
送
（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）
／
疑
似
着
信
転
送
（A

te
rm
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1. 「電話着信転送モード」を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（1.4）

［アナログポート］ボタン→［共通設定（着
信）］タブ

1)「電話着信転送モード」を選択する

2)［着信転送設定］ボタンをクリック
する

2. 「着信転送」または「疑似着信転送」を
選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（1.4.1／1.4.1i）

「着信転送」または「疑似着信転送」を選択
します。

3. 無条件転送を選択する

『らくらくユーティリティ各画面兼設定
記入シート』（1.4.1／1.4.1i）

「使用しない（無条件に転送する）」を選択
します。

4. 転送元と転送先の電話番号とトーキ
の有無を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（1.4.1／1.4.1i）

1) 転送元の電話番号を選択する

2) 転送先の電話番号を入力する

3) 着信転送の場合は、トーキの有無を選
択する

（初期値）

（初期値）

（初期値）
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ご 参 考�
着信転送は、電話機から設定することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-7,8-9ページ）

電話番号着信通知を設定する
遊遊メールの電話着番号着信通知を利用するときは、電話着信転送モードと電話
番号着信通知を設定します。着信転送先メールアドレスとBIGLOBE-IDを登録し
てください。

着
信
転
送
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・i・ナンバーを使用しないとき ・i・ナンバーを使用するとき

1. 「電話着信転送モード」を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（1.4）

［アナログポート］ボタン→［共通設定（着
信）］タブ

1)「電話着信転送モード」を選択する

2)［着信転送設定］ボタンをクリック
する

2. 「電話番号着信通知」を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（1.4.1／1.4.1i）

「電話番号着信通知」を選択します。

3. BIGLOBE-ID、転送元電話番号、転送
先メールアドレスを設定する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（1.4.1／1.4.1i）

1) BIGLOBEのIDを入力する

2) 転送元の電話番号を選択する

3) 転送先のメールアドレスを入力する

転送元電話番号、転送先メールアドレ
スは、3パターン設定できます。

・i・ナンバーを使用しないとき

・i・ナンバーを使用するとき

（初期値）

（初期値）
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転送を開始／停止する
らくらくユーティリティや前面ボタンで「電話着信転送モード」を設定したあと、
でかけるボタンを使用します。

ご 参 考�
・ でかけるボタンは、工場出荷状態ではロックされています。Selectボタンを押
しながらでかけるボタンを押すと解除されます。

・ でかけるボタンを押したあと、もう一度押すときは、数秒待ってから押してくだ
さい。

転送設定中のディスプレイ表示

着
信
転
送
（IN

S

ネ
ッ
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）
／
疑
似
着
信
転
送
（A
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1. でかけるボタンを上から押す

テﾞ ンワテンソウ�

８月１４日　２３：３０�

でかけるボタンのランプが赤く点灯し、
以降の着信は転送されます。

2. 転送を停止するときは、でかけるボタ
ンをもう一度押す

でかけるボタンのランプが消灯します。

1. 転送設定中に着信があると

０３１１１１２２２２�

アナロク゛チャクシン�

2. 転送が完了する

転送できたときは「テンソウシマシタ」
と表示されます。

�

テンソウシマシタ�
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3.3.4  通信中転送（INSネット64）
通話中にもう一人を呼び出して、現在の通話をそちらに転送します。

利用条件

通信中転送を設定する
通信中転送を使用するように設定します。

1. 通信中転送を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（1.5）

［アナログポート］ボタン→［共通設定（その他）］タブ

「通信中転送　使用する」を選択します。

ご 参 考�
通信中転送は、電話機から設定することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-7ページ）

追加契約

追加料金

利用条件

その他

INSネット64　フレックスホン　通信中転送

フレックスホンの通信中転送

付加サービス使用料

－

Bチャネル1本のみを使用するので、もう１本のチャ
ネルを別の電話で使用できます。

（初期値）

通
信
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通話中に転送する
転送操作は次のように行います。

Aさん�

Bさん�
03-1111-2222

03-1111-1111

電話網�

ご 注 意�
フッキングしたあと、すぐに次の操作をしないと、通話に戻ります。「プププ」音が
止んだときは、もう一度フッキングしてください。

ご 参 考�
転送先の相手が応答する前に転送（応答前通信中転送）することもできます。転送
先の電話番号をダイヤルしたあと、相手が電話に出る前にフッキングしてから受
話器を戻してください。ただし、転送先が電話回線（アナログ網）でナンバー・ディ
スプレイを契約している場合、応答前通信中転送は利用できません。

1. Aさんとの通話中にBさんを呼び出す

1) フッキングする
Aさんには保留音が聞こえます。

2) 「プププ」という音が聞こえたら、Bさん
の電話番号をダイヤルする
A B1

０３１１１１２２２２�

アナロクﾞ Ａ　ハッシン�

2. Bさんと会話する（省略可）
A B1

�

８月２４日　１４：２０�

3. 転送する

1) フッキングする
2) 「プププ」という音が聞こえたら、受話器
を戻す
AさんとBさんが通話できます。

通
信
中
転
送
（IN

S
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追加契約

追加料金

利用条件

その他

INSナンバー・ディスプレイ

INSナンバー・ディスプレイ

付加サービス使用料

アナログポートに接続した機器に相
手の電話番号を表示させるには、ナン
バー・ディスプレイに対応したアナロ
グ通信機器が必要です。

アナログCポートでは、INSナンバー・
ディスプレイが働きません。Aポート
またはBポートを使用してください。
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）

3.3.5 INSナンバー・ディスプレイとINSナンバー・
リクエスト（INSネット64）

INSナンバー・ディスプレイは、電話がかかってきたとき、相手の電話番号をAterm
やナンバー・ディスプレイ対応のアナログ通信機器のディスプレイに表示してお
知らせするサービスです。電話に出る前に、相手が誰かを知ることができます。番
号が通知されないときはその理由を表示します。
INSナンバー・リクエストはINSナンバー・ディスプレイのオプションサービスで、
電話番号を「通知しない」でかけてきた相手に、「こちらは○○○△△△の□□□□
です。おそれいりますが、あなたの電話番号を通知しておかけ直しください」とい
う音声メッセージを流します。

利用条件

ご 参 考�
・ INSナンバー・リクエストで相手に応答している場合、こちらの電話機の着信音
は鳴りません。電話をかけた人には電話料金がかかります。

・ INSネット64加入者・デジタル携帯電話・PHSから電話がかかってきた場合
は、INSナンバー・ディスプレイの契約をしなくても、Atermのディスプレイや
ナンバー・ディスプレイ対応のアナログ通信機器に相手の電話番号が表示され
ます。INSナンバー・ディスプレイを契約することによって、電話回線（アナログ
網）からの電話番号も表示されるようになります。

INSナンバー・リクエスト

INSナンバー・リクエスト

付加サービス使用料

INSナンバー・リクエストは、INSナン
バー・ディスプレイのオプションサー
ビスです。

－
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ナンバー・ディスプレイを設定する
ナンバー・ディスプレイを使用するように設定します。

1. ナンバー・ディスプレイを選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（1.1／1.2）

［アナログポート］ボタン→［Aポート］／［Bポート］タブ

Windowsの場合は、「ナンバー・ディスプレイを使用する」または「ナンバー・ディスプレイ＋
モデム・ダイヤルインを使用する」（モデム・ダイヤルイン使用の場合）を選択します。

Macintoshの場合は、「ナンバー・ディスプレイ」または「ナンバー・ディスプレイ＋モデム・ダ
イヤルイン」（モデム・ダイヤルイン使用の場合）を選択します。

2. 必要なら発・着サブアドレス通知を選択する

発／着サブアドレスも通知するときは、以下の設定を行います。

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（1.1.1／1.2.1）

［アナログポート］ボタン→［Aポート］／［Bポート］タブ→［高度な設定］ボタン

「発・着サブアドレスを通知する」をチェックします。

（初期値　チェックなし）

ご 参 考�
ナンバー・ディスプレイは、電話機から設定することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-5ページ）

（初期値）
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INSナンバー・ディスプレイの動作
Atermは相手から通知された電話番号（発信者番号）をモデム信号に変換してアナ
ログ通信機器に通知します。

03-1111-1111から電話�

電話網�

03-1111-1111
03-1111-1111

① 相手が発信者番号通知で電話をかけてくると、NTTの交換機から相手の電話番
号が通知されます。

② Atermはディスプレイに相手の電話番号を表示します。
③ Atermは相手の電話番号をモデム信号に変換して、「ナンバーディスプレイを使
用する」に設定したアナログ通信機器に送出します（モデム信号送出中は電話機
は鳴動しません）。

④ モデム信号を受信したアナログ通信機器に相手の電話番号が表示されます。

● 相手から電話番号が通知されなかった場合

相手から電話番号が通知されなかったときは、次のように表示されます。なお、オ
プションのINSナンバー・リクエストを契約している場合は、着信せずに相手に音
声メッセージが流れます。

・通常非通知（回線ごと非通知）、または
一般電話・公衆電話から「184」（イヤヨ）
をつけてダイヤルした場合
「ヒツウチ」が表示されます。

Ｐ：ヒツウチ�

アナロクﾞ チャクシン�

・公衆電話からかけた場合
「コウシュウデンワ」が表示されます。

Ｃ：コウシュウテﾞ ンワ�

アナロクﾞ チャクシン�

・サービス地域以外からかけた場合
「ヒョウジケンガイ」が表示されます。

Ｏ：ヒョウシﾞ ケンカﾞ イ�

アナロクﾞ チャクシン�
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ご 注 意�
・ INSナンバー・ディスプレイを契約しないで、Atermにナンバー・ディスプレイ
を設定しても、電話回線（アナログ網）からの電話番号は表示されません。また、
この状態でナンバー・ディスプレイ対応のアナログ通信機器を接続しても、
「ヒョウジケンガイ」と表示されます。

・ INSナンバー・ディスプレイご利用の場合、着信中はらくらくユーティリティの
［OK］ボタンや［登録］ボタンをクリックしないでください。

・ 1つのアナログポートに複数のアナログ通信機器を接続した場合、ナンバー・
ディスプレイ対応のアナログ通信機器を使用していても電話番号が正常に表示
されません。

・ 相手が使用しているPHSやデジタル携帯電話の機種によっては、電話番号が表
示されないことがあります。

ご 参 考�
・ 発信者番号通知については、「3.2.7　発信者番号通知」（ 3-12ページ）をお読み
ください。

・ お使いのアナログ通信機器がナンバー・ディスプレイに対応していても、機種に
よっては、発信者番号が正常に表示されないことがあります。

・ 通話中に新たな着信があった場合、キャッチホン・ディスプレイを契約していな
いときは発信者番号は表示されません。また通話が終了してすぐに着信音が
鳴った場合、発信者番号は表示されません。
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3.3.6 キャッチホン・ディスプレイ（INSネット64）
キャッチホン・ディスプレイは、通話中に別の相手から電話がかかってきた場合、
相手の電話番号をAtermやキャッチホン・ディスプレイに対応したアナログ通信
機器のディスプレイに表示してお知らせするサービスです。
INSナンバー・ディスプレイによる着信時の表示を、キャッチホンのときも働くよ
うにしたものと考えればよいでしょう。
INSネット64のキャッチホン、Atermの疑似キャッチホンで使うことができます。

利用条件

ナンバー・ディスプレイを設定する
ナンバー・ディスプレイを使用するように設定します。
「3.3.5　INSナンバー・ディスプレイとINSナンバー・リクエスト」（ 3-29ペー
ジ）

キャッチホンを設定する
疑似キャッチホン、またはINSキャッチホンを使用するための設定をします。
「3.3.1　INSキャッチホン／疑似キャッチホン」（ 3-16ページ）

疑似キャッチホンを利用する場合

INSナンバー・ディスプレイ

付加サービス使用料

キャッチホン・ディスプレイに対応
したアナログ通信機器が必要です。

アナログCポートでは、キャッチホ
ン・ディスプレイが働きません。A
ポートまたはBポートを使用して
ください。

追加契約

追加料金

利用条件

その他

INSキャッチホンを利用する場合

INSナンバー・ディスプレイ
INSキャッチホン

両方のサービスの付加サービス使
用料

キャッチホン・ディスプレイに対応
したアナログ通信機器が必要です。

アナログCポートでは、キャッチホ
ン・ディスプレイが働きません。A
ポートまたはBポートを使用して
ください。
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キャッチホン・ディスプレイを設定する
キャッチホン・ディスプレイを使用する設定をします。

1. キャッチホン・ディスプレイの使用をチェックする

『らくらくユーティリティ画面フロー』Windows版（1.1／1.2）

［アナログポート］ボタン→［Aポート］／［Bポート］タブ

（初期値　チェックなし）

ご 参 考�
キャッチホン・ディスプレイは、電話機から設定することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-4ページ）

キャッチホンを受ける
通話中に別の電話がかかってくると、新しい相手の電話番号が、Atermのディスプ
レイや、キャッチホン・ディスプレイ対応のアナログ通信機器のディスプレイに表
示されます。受ける操作は、通常のキャッチホンと同じです。

電話網�

PuPu.PuPu.Pi

03-1234-5678から電話�

0312345678
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Bさん
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相手から電話番号が通知されなかったときは、通知されない理由が表示されます。
「相手から電話番号が通知されなかった場合」（ 3-31ページ）

ご 注 意�
・ お使いのアナログ通信機器がキャッチホン・ディスプレイに対応していても、機
種によっては、発信者番号が正常に表示されないことがあります。

・ 相手からサブアドレスが通知された場合、Atermは電話番号とサブアドレスを
／（スラッシュ）で区切って、キャッチホン・ディスプレイ対応のアナログ通信機
器に通知します。
ただし、アナログ通信機器にサブアドレスの表示機能がない場合は、Atermの
「発・着サブアドレスを通知しない」を設定してください（ 3-69ページ）。

・ キャッチホン・ディスプレイの割り込み音は、「ププ、ププ…」のあとに「ピッ」が
聞こえます。「ピッ」が通話の声などに重なると、電話番号が正しく表示されない
ことがあります。また、1秒程度通話がとぎれます。

・ お出かけ設定の「おやすみモード」や「フラッシュモード」、または「停電時にブ
ザーを鳴らす」を設定していると、電話番号が正しく表示されないことがあり
ます。

・ 内線通話中に外線から着信があったときは、キャッチホンの設定をしていなく
ても、キャッチホン・ディスプレイ対応のアナログ通信機器に電話番号を表示し
ます。

1. Aさんとの通話中に「ププ、ププ…、
ピッ」という音が聞こえる

Atermのディスプレイと、キャッチホ
ン・ディスプレイ対応のアナログ通信機
器のディスプレイには、新しくかけてき
た相手であるBさんの電話番号が表示さ
れます。

A B1

０３１２３４５６７８�

アナロクﾞ チャクシン�

2. フッキングする

Bさんの電話に出ることができます。
Bさんと話している間、Aさんには保留
音が流れます。

3. もう一度フッキングする

Aさんとの通話に戻り、Bさんには保留
音が流れます。
以降、フッキングするたびに相手が交互
に切り替わります。

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
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3.3.7　i・ナンバー（INSネット64）
電話とファクスを別々の電話番号にするなど、1本のINSネット64で2つの電話番
号を使いたいときは、INSネット64のi・ナンバーを利用します。
契約者回線番号が i・ナンバー情報1、ダイヤルイン番号（追加番号）が i・ナンバー
情報2となります。

利用条件

i・ナンバーを設定する
i・ナンバーを利用する設定と、着信番号の登録、着信させるポートの設定を行います。

ご 参 考�
i・ナンバーは、電話機から設定することもできます。

「8.電話機からの設定操作」（ 8-9,8-12ページ）

i・ナンバー

i・ナンバー

付加サービス使用料

－

i・ナンバーで使えるのは2つの電話番号で
す。3つ以上の電話番号を使用したいときは、
ダイヤルインサービスをご利用ください。

追加契約

追加料金

利用条件

その他

i

・
ナ
ン
バ
ー
（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）

1. i・ナンバー使用を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（3.1i）

［番号テーブル］ボタン

「i・ナンバーを使用する」を選択します。

2. 電話番号を入力する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（3.1i）

i・ナンバー情報1に契約者回線番号を、i・
ナンバー情報2に追加番号を入力します。

3. 着信させるポートを選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（3.1i）

i・ナンバー情報ごとに、着信させるポート
をチェックします。複数のポートを
チェックしてもかまいません。

［全ON］ボタンをクリックすると、すべて
のポートにすべての電話番号が着信する
ようになります。［全OFF］ボタンをク
リックすると、すべてのポートのチェッ
クがはずれます。



3-37
3.  電話機能

3

i・ナンバーの呼び分けのしくみ
アナログAポートに電話機、Bポートにファクスを接続し、それぞれ別の番号で呼
び分ける場合を例として説明します。
i・ナンバーを契約すると、契約者回線番号（03-1111-1111）のほかに、追加番号
（03-1111-2222）をもらうことができます。

i・ナンバー情報1 03-1111-1111 着信 Aポート 電話機
i・ナンバー情報2 03-1111-2222 着信 Bポート ファクス

03-1111-1111

03-1111-1111（Aポート）�
�
03-1111-2222（Bポート）�
�
使用しない　　　 （Cポート）�

03-1111-2222

03-1111-1111へ電話�
Aポート�

Bポート�

Cポート�

機器を接続しない�

電話網�

　

・ 相手が03-1111-1111をダイヤルした場合

NTTの交換機が03-1111-1111をポート番号1に変換し、ポート番号1という情報
がAtermに通知されます。ポート番号1（i・ナンバー情報1）はAポート着信なので、A
ポートにつないである電話機のベルが鳴ります。

・ 相手が03-1111-2222をダイヤルした場合

NTTの交換機が03-1111-2222をポート番号2に変換し、ポート番号2という情報
がAtermに通知されます。ポート番号2（i・ナンバー情報2）はBポート着信なので、B
ポートにつないである、ファクスが応答します。

ご 注 意�
この例のようにCポートを使用しない場合、Cポートを使用しない（機器を接続し
ない）設定を行ってください（ 2-60ページ）。

i

・
ナ
ン
バ
ー
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3.3.8 ダイヤルインサービス（INSネット64）
電話機2台とファクスを別々の電話番号にするなど、1本のINSネット64で複数
の電話番号を使いたいときは、INSネット64のダイヤルインサービスを利用し

ます。

利用条件

● グローバル着信

ダイヤルインサービスを利用すると、着信時にAtermへ電話番号が通知されます
が、契約者回線番号の通知も電話番号1個分としてカウントされるので、仮にダイ
ヤルインで番号を2つ追加すれば、計3個分のダイヤルインサービスの料金がかか
ります。
しかし、グローバル着信の利用を併せて契約する（追加料金不要）と、契約者回線番
号への着信時はAtermには電話番号が通知されず、料金が追加の2個分だけで済み
ます。このとき、Aterm側にグローバル着信の設定をしておくと、電話番号が通知
されない＝契約者回線番号への着信と解釈しますので、契約者回線番号への着信
とダイヤルイン番号への着信も呼び分けることができます。

ダイヤルインサービス

ダイヤルインサービス

付加サービス使用料（追加した番号分だけ料
金が加算される）

グローバル着信「利用する」を同時に契約し
てください。

－

追加契約

追加料金

利用条件

その他

ダ
イ
ヤ
ル
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ン
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ダイヤルインを設定する
グローバル着信を利用する設定と、着信番号の登録、着信させるポートの設定を行
います。

ご 参 考�
ダイヤルインは、電話機から設定することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-9ページ）

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）

1. i・ナンバーを使用しないを選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（3.1）

［番号テーブル］ボタン

2. グローバル着信するを選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（3.1）

「グローバル着信する」を選択します。

3. 電話番号を入力する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（3.1）

契約者回線番号とダイヤルイン番号を入
力します。

4. 電話番号ごとに着信させるポートを
選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（3.1）

電話番号ごとに、着信させるポートを
チェックします。複数のポートをチェッ
クしてもかまいません。

［全ON］ボタンをクリックすると、すべて
のポートにすべての電話番号が着信する
ようになります。［全OFF］ボタンをク
リックすると、すべてのポートのチェッ
クがはずれます。
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ダイヤルインの呼び分けのしくみ
アナログAポートとBポートに電話機、Cポートにファクスを接続し、それぞれ別の
番号で呼び分ける場合を例として説明します。
契約者回線番号（03-1111-1111）のほかに、2つのダイヤルイン番号（03-1111-
2222、03-1111-3333）を契約し、グローバル着信を利用するとします。

契約者回線番号 03-1111-1111 着信 Aポート 1台目の電話機
ダイヤルイン番号1 03-1111-2222 着信 Bポート 2台目の電話機　
ダイヤルイン番号2 03-1111-3333 着信 Cポート ファクス

03-1111-1111

03-1111-1111（Aポート）�
�
03-1111-2222（Bポート）�
�
03-1111-3333（Cポート）�

03-1111-3333

03-1111-1111へ電話�
Aポート�

Bポート�

Cポート�

03-1111-2222

電話網�

・ 相手が03-1111-1111をダイヤルした場合

電話番号なしでAtermに着信します。Aポートにつないである1台目の電話機が呼び
出されます。

・ 相手が03-1111-2222をダイヤルした場合

03-1111-2222がAtermに通知されます。Bポートにつないである、2台目の電話
機が呼び出されます。

・ 相手が03-1111-3333をダイヤルした場合

03-1111-3333がAtermに通知されます。Cポートにつないである、ファクスが呼
び出され、ファクスを受信します。

ご 注 意�
INSネット64の契約が、「グローバル着信を利用する」となっていても、Atermの
設定が「グローバル着信を利用しない」になっていると、契約者回線番号で着信で
きなくなります。ご注意ください。

ダ
イ
ヤ
ル
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ン
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3.3.9 モデム・ダイヤルイン
着信した電話番号を、モデム信号として電話機などに送出するサービスです。
ファクス付き電話機の子機をファクス用とは別の電話番号で呼び分けたり、ホー
ムテレホンの内線電話機をそれぞれ別の電話番号で呼び分けるときに使います。
アナログ通信機器のダイヤルイン機能には、モデム・ダイヤルインとアナログ・ダ
イヤルインという2つの方式があります。お使いのアナログ通信機器の方式を調
べ、ポートごとにどちらか1つを選択してください。
「3.3.10　アナログ・ダイヤルイン」（ 3-44ページ）

利用条件

ご 参 考�
・ ナンバー・ディスプレイ対応のアナログ通信機器は、モデム・ダイヤルイン対応
となります。ナンバー・ディスプレイをご利用の場合は、モデム・ダイヤルイン機
能をご利用ください。

・ サブアドレスを設定すると、サブアドレスも送出されます。

モデム・ダイヤルイン

INSネット64の i・ナンバーか、ダイヤルイ
ンサービスで最低1つの追加番号の契約が必
要です。

付加サービス使用料

モデム・ダイヤルインに対応したアナログ通
信機器が必要です。

アナログCポートには、モデム・ダイヤルイン
を設定できません。AポートまたはBポート
を使用してください。

追加契約

追加料金

利用条件

その他

モ
デ
ム
・
ダ
イ
ヤ
ル
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モデム・ダイヤルインを設定する
モデム・ダイヤルインを使用する設定と、アナログ通信機器に送出する番号を登録
します。

ご 参 考�
モデム・ダイヤルインは、電話機から設定することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-5,8-9ページ）

● i・ナンバー利用の場合

1. モデム・ダイヤルインを選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入
シート』（1.1／1.2）

［アナログポート］ボタン→［Aポート］／［B
ポート］タブ

Windowsの場合は、「モデム・ダイヤルイン
を使用する」または、「ナンバー・ディスプレ
イ＋モデム・ダイヤルインを使用する」を選
択します。

Macintoshの場合は、「モデム・ダイヤルイ
ン」または「ナンバー・ディスプレイ＋モデ
ム・ダイヤルイン」を選択します。

● ダイヤルインサービス利用の場合

1. モデム・ダイヤルインを選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入
シート』（1.1／1.2）

［アナログポート］ボタン→［Aポート］／［B
ポート］タブ

1) Windowsの場合は「モデム・ダイヤル
インを使用する」または「ナンバー・ディ
スプレイ＋モデム・ダイヤルインを使用
する」を選択する
Macintoshの場合は、「モデム・ダイヤ
ルイン」または「ナンバー・ディスプレイ
＋モデム・ダイヤルイン」を選択する

2) ［番号の送出方法］ボタンをクリック
する

2. 内線番号を設定する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入
シート』（1.1.2／1.2.2）

1) ［電話番号をそのまま送出］または［内線
指定番号に変換して送出］を選択する

2) 内線番号を使うときは、内線指定番号4
ケタを入力する

モ
デ
ム
・
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

（初期値）
（初期値）
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アナログ通信機器にダイヤルイン番号を登録する
登録方法は、お使いのアナログ通信機器の取扱説明書をお読みください。
登録する電話番号は、Atermに設定した電話番号と一致させる必要があります。

呼び分けのしくみ
例：内線番号を設定しない場合
アナログAポートに接続されたファクス電話を、電話は03-1111-1111、ファク
スは03-1111-2222で受けるように設定しておきます（内線番号を設定しな
い）。ファクス受信のときは、着信音を鳴らさず、自動受信するように設定しておき
ましょう。

03-1111-1111は�
電話受信�

03-1111-2222は�
ファクス受信�

ファクス付き電話機�

03-1111-1111へ電話�

03-1111-2222へファクス�

電話網�

　

・ 03-1111-1111（電話用）の番号に電話がかかってきた場合

Atermは、ファクス付き電話機に03-1111-1111をモデム信号で通知します。電話
機の着信音が鳴り、電話を受けることができます。

・ 03-1111-2222（ファクス用）の番号に電話がかかってきた場合�

Atermは、ファクス付き電話機に03-1111-2222をモデム信号で通知します。ファ
クスが呼び出され、ファクスを自動的に受信します。

ご 参 考�
・ ダイヤルインサービスをご利用の場合は、内線番号を設定すると、電話番号の代
わりに内線番号が通知されます。i・ナンバーをご利用の場合は、内線指定番号を
アナログ通信機器に送出することはできません。

・ ファクス付き電話機でキャッチホンを設定したときは、電話中にファクスあて
の着信が入った場合も電話機に「ププッ」という音が聞こえます。

・ ファクス付き電話機でリンガ呼び返し動作の場合は、ファクスと電話機の両方
が呼び出されます。

モ
デ
ム
・
ダ
イ
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ル
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3.3.10 アナログ・ダイヤルイン
着信した電話番号を、プッシュボタン信号として電話機などに送出するサービス
です。
ファクス付き電話機の子機をファクス用とは別の電話番号で呼び分けたり、ホー
ムテレホンの内線電話機をそれぞれ別の電話番号で呼び分けるときに使います。
アナログ通信機器のダイヤルイン機能には、モデム・ダイヤルインとアナログ・ダ
イヤルインという2つの方式があります。お使いのアナログ通信機器のダイヤルイ
ンの方式を調べ、ポートごとにどちらか1つを使用してください。
「3.3.9　モデム・ダイヤルイン」（ 3-41ページ）

利用条件

ご 注 意�
・「アナログ・ダイヤルインを使用する」に設定したアナログポートに対して、内線
通話や内線転送はできません。

・ INSナンバー・ディスプレイ契約時は、アナログ・ダイヤルインの使用はできま
せんので、モデム・ダイヤルインをご使用ください。

・ おやすみモード中、INSなりわけ、疑似なりわけ利用中ならびにブザー呼出時
は、ご利用になれません。

ア
ナ
ロ
グ
・
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

アナログ・ダイヤルイン

INSネット64の i・ナンバーか、ダイヤルイ
ンサービスで最低1つの追加番号の契約が必
要です。

付加サービス使用料

アナログ・ダイヤルインに対応したアナログ
通信機器が必要です。

アナログCポートには、アナログ・ダイヤルイ
ンを設定できません。AポートまたはBポー
トを使用してください。

追加契約

追加料金

利用条件

その他



3-45
3.  電話機能

3

アナログ・ダイヤルインを設定する
アナログ・ダイヤルインを使用する設定と、アナログ機器に送出する番号を登録し
ます。

ご 参 考�
アナログ・ダイヤルインは、電話機から設定することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-5, 8-9ページ）

ア
ナ
ロ
グ
・
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

●  i・ナンバー利用の場合

1. アナログ・ダイヤルインを選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入
シート』（1.1／1.2）

［アナログポート］ボタン→［Aポート］／［B
ポート］タブ

Windowsの場合は、「アナログ・ダイヤルイ
ンを使用する」を選択します。

Macintoshの場合は、「アナログ・ダイヤル
イン」を選択します。

2. 内線番号を設定する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入
シート』（3.1i）

［番号テーブル］ボタン

電話番号テーブルに内線指定番号4ケタを
入力します。

● ダイヤルインサービス利用の場合

1. アナログ・ダイヤルインを選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入
シート』（1.1／1.2）

［アナログポート］ボタン→［Aポート］／［B
ポート］タブ

1) 「アナログ・ダイヤルインを使用する」を
選択する
Macintoshの場合は、「アナログ・ダイ
ヤルイン」を選択する

2) ［番号の送出方法］ボタンをクリック
する

2. 内線番号を設定する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入
シート』（1.1.2／1.2.2）

内線番号を使用する場合は、以下の手順で
設定します。

1) 「内線指定番号に変換して送出」を選択
する

2) 内線指定番号4ケタを入力する

（初期値）

（初期値）
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アナログ通信機器にダイヤルイン番号を登録する
登録方法は、お使いのアナログ通信機器の取扱説明書をお読みください。
登録する電話番号は、Atermに設定した電話番号と一致させる必要があります。

呼び分けのしくみ
アナログAポートに接続されたファクス付き電話機を、電話は03-1111-1111
（内線番号1111）、ファクスは03-1111-2222（内線番号2222）で受けるよう
に設定しておきます。ファクス受信のときは、着信音を鳴らさず、自動受信するよ
うに設定しておきます。

03-1111-1111へ�
電話� 03-1111-1111は�

電話受信�

03-1111-2222へ�
ファクス�

03-1111-2222は�
ファクス受信�

ファクス付き電話機�

電話網�

・ 03-1111-1111（電話用）の番号に電話がかかってきた場合

Atermは、ファクス付き電話機に1111をプッシュボタン信号で通知します。電話機
の着信音が鳴り、電話を受けることができます。

・ 03-1111-2222（ファクス用）の番号に電話がかかってきた場合�

Atermは、ファクス付き電話機に2222をプッシュボタン信号で通知します。ファク
スが呼び出され、ファクスを自動的に受信します。

ア
ナ
ロ
グ
・
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
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3.3.11 INSボイスワープとINSボイスワープ・セレ
クト（INSネット64）

電話がかかってきたときに、INSボイスワープを使って他の電話に転送します。
INSボイスワープ、INSボイスワープ・セレクトは、ネットワーク転送型の転送サー
ビスです。フレックスホンの着信転送サービスとは異なり、次の4つの転送条件か
ら1つをあらかじめ選択しておける高機能版転送サービスです。

・ かかってきた電話を無条件で転送する（無条件転送）

・ あらかじめ設定した秒数を超えた場合に転送する（無応答時転送）

・ 通話中でふさがっているときのみ転送する（話中時転送）

・ 無応答または話中時に転送する（無応答または話中時転送）

ご 参 考�
INSボイスワープ、INSボイスワープ・セレクトの詳細については、NTT窓口にお
問い合わせください。

ボイスワープ転送モードを設定時、でかけるボタンでボイスワープサービスの開
始／停止を行うことができます。

INSボイスワープとINSボイスワープ・セレクトの違い
INSボイスワープは、契約者回線番号や追加番号ごとに契約できます。

INSボイスワープ

INSボイスワープ

付加サービス使用料

相手を問わず、転送します。

・通信機器が「スティミュラスプロト
コル（キーバッドプロトコル）手順」
をサポートしている必要があります
が、Atermは、この手順をサポートし
ているので問題ありません。
・NTTに転送先の電話番号などを登録
する必要があります。登録方法など
サービスの詳細は、NTTにお問い合
わせください。

追加契約

追加料金

サービス
の違い

利用条件

INSボイスワープ・セレクト

INSボイスワープ・セレクト

付加サービス使用料

あらかじめ登録された相手からの着
信のみ転送します。

・通信機器が「スティミュラスプロト
コル（キーバッドプロトコル）手順」
をサポートしている必要があります
が、Atermは、この手順をサポートし
ているので問題ありません。
・NTTに転送先の電話番号などを登録
する必要があります。登録方法など
サービスの詳細は、NTTにお問い合
わせください。

IN
S

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
とIN

S

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
・
セ
レ
ク
ト（IN
S

ネ
ッ
ト6

4

）

※1．INSボイスワープ・セレクトは、INSボイスワープのオプションサービスです。
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転送先電話番号を登録する
転送先電話番号の登録は、電話機から行います。登録方法は、INSボイスワープの説
明書をお読みください。詳細は、NTTにお問い合わせください。

ボイスワープ転送を設定する
ボイスワープ転送モードを選び、転送開始モードを登録します。初めてのときは
INSボイスワープを契約した電話番号も登録してください。
ボイスワープは、電話番号ごとに設定できます。

ご 参 考�
・ 起動電話番号、停止電話番号とはボイスワープサービス開始／停止用の電話番
号です。INSボイスワープサービスの番号が変更されたときだけ、ここの番号を
変更します。通常は変更しないでください。

・ ボイスワープは、電話機から設定することもできます。
「8. 電話機からの設定操作」（ 8-8ページ）

IN
S

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
とIN

S

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
・
セ
レ
ク
ト（IN

S
ネ
ッ
ト6

4

）

1. 「ボイスワープ転送モード」を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（1.4）

［アナログポート］ボタン→［共通設定（着
信）］タブ

1)「ボイスワープ転送モード」を選択
する

2)［ボイスワープ設定］ボタンをクリッ
クする

2. 契約電話番号を入力する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（1.4.2）

契約電話番号を入力します。

3. 転送開始モードを選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（1.4.2）

転送開始モードから１つを選択します。

（初期値）
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ボイスワープ転送を開始／停止する
らくらくユーティリティや前面ボタンで「ボイスワープ転送モード」を設定したあ
と、でかけるボタンを使用します。

ご 参 考�
・ でかけるボタンは、工場出荷状態ではロックされています。Selectボタンを押
しながらでかけるボタンを押すと解除されます。

・ でかけるボタンを押したあと、もう一度押すときは、数秒待ってから押してくだ
さい。

IN
S

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
とIN

S

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
・
セ
レ
ク
ト（IN
S

ネ
ッ
ト6

4

）

1. でかけるボタンを上から押す

ホﾞ イスワーフ゜�

８月１４日　２３：３０�

でかけるボタンのランプが赤く点灯し、
ボイスワープが開始されます。
Atermがボイスワープセンタに自動的
に電話をかけて、転送サービスを開始し
ます。

2. 転送を停止するときは、もう一度でか
けるボタンを押す

でかけるボタンのランプが消灯します。
Atermが自動的にボイスワープセンタ
と通信を行い、転送サービスを停止しま
す。
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3.3.12 INSなりわけ識別着信（INSネット64）／
疑似識別着信（Aterm機能）

あらかじめ登録している特定の相手からの電話のみを着信させ、それ以外の電話
は一切受け付けないようにします。
INSなりわけサービスのセキュリティ機能を使う方法と、Atermの疑似識別着信
を使う方法があります。

03-1111-1111から電話�

03-1111-4444から電話�

Aさん�

Bさん�

電話網�

03-1111-1111
03-1111-2222
03-1111-3333

登録リスト�

Aさんの電話は受け、Bさんの電話は受けない

ご 参 考�

・ INSなりわけサービスは、特定の相手からの着信であるかどうかを識別できる
サービスです。あらかじめ登録した電話番号からの着信には「識別着信情報」が
通知され、登録されていない電話番号からの着信には「識別着信情報」が通知さ
れません。「識別着信情報」の有無によって、次のような機能を利用できます。

セキュリティ機能
識別リンギング機能（ 3-54ページ）
選択キャッチホン機能（ 3-57ページ）

・ 識別着信番号として登録した番号は、3つのアナログポートとデータポートで
共用です。

・ 登録した番号と通知された番号は、桁数の末尾から短い方の番号の桁数まで照
合し、一致したときに着信を受け付けます。

IN
S

な
り
わ
け
識
別
着
信（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）／
疑
似
識
別
着
信（A

te
rm

機
能
）
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INSなりわけ識別着信（INSネット64）／
疑似識別着信（Aterm機能）の違い

ご 注 意�
識別着信と選択キャッチホンを同時に利用することはできません。

INSネット64
INSなりわけサービス
セキュリティ機能

（INSなりわけ識別着信）

INSなりわけサービス

付加サービス使用料

－

通信機器が「スティミュラスプロトコ
ル（キーバッドプロトコル）手順」をサ
ポートしている必要がありますが、
Atermは、この手順をサポートしてい
るので問題ありません。

NTTに相手の電話番号を登録する必
要があります。登録方法などについて
は、NTTにお問い合わせください。

追加契約

追加料金

サービス
の違い

利用条件

その他

Aterm
疑似識別着信

INSナンバー・ディスプレイ

付加サービス使用料

－

INSナンバー・ディスプレイの契約を
していない場合、電話回線（アナログ
網）からの着信は識別できません。

Atermの電話帳に相手の電話番号を
登録します。最大で30件まで登録可
能です。

IN
S

な
り
わ
け
識
別
着
信（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）／
疑
似
識
別
着
信（A

te
rm

機
能
）
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識別着信を設定する
INSなりわけサービスの識別着信（INSネット64）と疑似識別着信の、どちらを利
用するかを設定します。ポートごとに設定できるので、ファクスには、識別着信を
利用しないといった設定が可能です。

1. 「INSなりわけ識別着信」か「疑似識別着信」を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（1.1.1／1.2.1／1.3.1／2.1／2.2／
2.3）

アナログポート：［アナログポート］ボタン→［Aポート］／［Bポート］／［Cポート］タブ→［高
度な設定］ボタン

データポート：［データポート］ボタン→［データポート］／［USB（B）ポート］／［USB（F）ポー
ト］タブ→［電話番号］選択

「INSなりわけ識別着信」または「疑似識別着信」を選択します。

データポートの場合は、「識別着信を行う」をチェックします。

ご 参 考�
識別着信は、電話機から設定することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-3ページ）

IN
S

な
り
わ
け
識
別
着
信（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）／
疑
似
識
別
着
信（A

te
rm

機
能
）

（初期値）
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疑似識別着信用の電話番号を登録する
疑似識別着信を利用する場合、着信を許可する電話番号を、疑似識別着信用の電話
帳に登録します。30件まで登録可能です。

ご 注 意�
・ 相手が自分の電話番号を通知しないで電話をかけてきた場合、電話帳に登録し
てあってもその相手を着信させることはできません。

・ 疑似識別着信を使用する設定を選んだ場合、疑似識別着信用の電話帳に電話番
号を1件も登録しないと、どこからの着信も受け付けなくなります。

ご 参 考�
・ 疑似識別着信用の電話番号は、電話機から登録することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-11ページ）

こんなときは�？�？�
・ 登録済みの電話番号を変更したい場合、手順1で修正する番号を選択し、新しい
電話番号に変更してください。

・ 登録済みの電話番号を削除したい場合、手順1で削除する番号を選択したあと、
［削除］ボタンをクリックしてください。

IN
S

な
り
わ
け
識
別
着
信（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）／
疑
似
識
別
着
信（A

te
rm

機
能
）

1. 一覧から空いている番号を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（4.3）

［電話帳］ボタン→［疑似識別着信］タブ

（識別着信の設定から続けて行うときは、
識別着信のところの［電話帳］ボタンをク
リックすると、同じ画面になります）

一覧の中で空いている番号をクリックし
ます。

2. 名前・電話番号・サブアドレスを入力
する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（4.3）

1) 相手の名前を入力する

2) 電話番号（市外局番から）を入力する

3) 必要ならサブアドレスを入力する

3. ［更新］ボタンをクリックする

4. 続けてほかの番号を登録するときは、
手順1～3を繰り返す
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3.3.13 INSなりわけ識別リンギング（INSネット
64）／疑似なりわけ（Aterm機能）

あらかじめ登録している特定の相手から電話がかかってきたとき、通常とは異な
る着信音を鳴らしてお知らせします。
INSなりわけサービスの識別リンギング機能を使う方法と、Atermの疑似なりわ
けを使う方法があります。

Pu
.ru

.ru
. Pu.ru.ru. Pu.ru.ru

Pu
.ru.ru.ru.ru.

ru.ru.ru
.ru
.

これは、Aさん�
あっ、Bさんだ�

Aさんからの電話　“プルルルルルルル”　　普通の呼出音　
Bさんからの電話　“プルルル、ルルルル”　Bさんからの電話がすぐにわかる

ご 参 考�
INSなりわけサービスは、特定の相手からの着信であるかどうかを識別できるサー
ビスです。あらかじめ登録した電話番号からの着信には「識別着信情報」が通知さ
れ、登録されていない電話番号からの着信には「識別着信情報」が通知されません。
「識別着信情報」の有無によって、次のような機能を利用できます。

識別リンギング機能
セキュリティ機能（ 3-50ページ）
選択キャッチホン機能（ 3-57ページ）

IN
S

な
り
わ
け
識
別
リ
ン
ギ
ン
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S

ネ
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能
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INSなりわけ識別リンギング（INSネット64）／
疑似なりわけ（Aterm機能）の違い

なりわけを設定する
INSなりわけの識別リンギング（INSネット64）と疑似なりわけの、どちらを利用
するかを設定します。ポートごとに設定できるので、ファクスには、なりわけを利
用しないといった設定が可能です。

1. 「INSなりわけ」か「疑似なりわけ」を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（1.1.1／1.2.1／1.3.1）

［アナログポート］ボタン→［Aポート］／［Bポート］／［Cポート］タブ→［高度な設定］ボタン

「INSなりわけ」または「疑似なりわけ」を選択します。

ご 参 考�
なりわけは、電話機から設定することもできます。
「8. 電話機からの設定操作」（ 8-4ページ）

INSネット64
INSなりわけサービス
識別リンギング機能

INSなりわけサービス

付加サービス使用料

－

通信機器が「スティミュラスプロトコ
ル（キーバッドプロトコル）手順」をサ
ポートしている必要がありますが、
Atermは、この手順をサポートしてい
るので問題ありません。

NTTに相手の電話番号を登録します。
登録方法などについては、NTTにお問
い合わせください。

追加契約

追加料金

サービス
の違い

利用条件

その他

Aterm
疑似なりわけ

INSナンバー・ディスプレイ

付加サービス使用料

－

INSナンバー・ディスプレイの契約を
していない場合、電話回線（アナログ
網）からの着信をなりわけることはで
きません。

Atermの電話帳に相手の電話番号を
登録します。最大で30件まで登録可
能です。

（初期値）
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なりわけ用の電話番号を登録する
疑似なりわけを利用する場合、特別の着信音で鳴らす電話番号を、疑似なりわけ用
の電話帳に登録します。30件まで登録可能です。

ご 参 考�
INSなりわけ識別リンギングをご利用になる場合は、Atermの電話帳ではなく、
NTTに電話番号を登録しなければなりません。登録方法などについては、NTTに
お問い合わせください。

ご 注 意�
相手が自分の電話番号を通知しないで電話をかけてきた場合、電話帳に登録して
あってもその相手をなりわけることはできません。

こんなときは�？�？�
・ 登録済みの電話番号を変更したい場合、手順1で修正する番号を選択し、新しい
電話番号に変更してください。

・ 登録済みの電話番号を削除したい場合、手順1で削除する番号を選択したあと、
［削除］ボタンをクリックしてください。

ご 参 考�
疑似なりわけ用の電話番号は、電話機から登録することもできます。
「8. 電話機からの設定操作」（ 8-11ページ）

IN
S

な
り
わ
け
識
別
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ン
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似
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わ
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機
能
）

1. 一覧から空いている番号を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（4.4）

［電話帳］ボタン→［疑似なりわけ］タブ

（なりわけの設定から続けて行うときは、
なりわけのところの［電話帳］ボタンをク
リックすると、同じ画面になります）

一覧の中で空いている番号をクリックし
ます。

2. 名前・電話番号・サブアドレスを入力
する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（4.3）

1) 相手の名前を入力する

2) 電話番号（市外局番から）を入力する

3) 必要ならサブアドレスを入力する

3. ［更新］ボタンをクリックする

4. 続けてほかの番号を登録するときは、
手順1～3を繰り返す
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3.3.14 選択キャッチホン（INSネット64）／
疑似選択キャッチホン（Aterm機能）

通話中に、あらかじめ登録している特定の相手から電話がかかってきた場合だけ、
割込音を鳴らしてお知らせします。フッキング操作によって、現在の電話の相手を
保留し、新しくかかってきた相手と話すことができます。登録していない相手から
のキャッチホンは受け付けません。
INSなりわけサービスの選択キャッチホン機能を使う方法と、Atermの疑似選択
キャッチホンを使う方法があります。

ご 参 考�
INSなりわけサービスは、特定の相手からの着信であるかどうかを識別できるサー
ビスです。あらかじめ登録した電話番号からの着信には「識別着信情報」が通知さ
れ、登録されていない電話番号からの着信には「識別着信情報」が通知されません。
「識別着信情報」の有無によって、次のような機能を利用できます。

選択キャッチホン機能
セキュリティ機能（ 3-50ページ）
識別リンギング機能（ 3-54ページ）

INSなりわけ選択キャッチホン（INSネット64）／
疑似選択キャッチホン（Aterm機能）の違い

INSネット64
INSなりわけサービス
選択キャッチホン機能

INSなりわけサービス

付加サービス使用料

Bチャネルを1本しか使わないため、
空いているポートで通話や通信が可
能です。

通信機器が「スティミュラスプロトコ
ル（キーバッドプロトコル）手順」をサ
ポートしている必要がありますが、
Atermは、この手順をサポートしてい
るので問題ありません。

NTTに相手の電話番号を登録します。
登録方法などについては、NTTにお問
い合わせください。

追加契約

追加料金

サービス
の違い

利用条件

その他

Aterm
疑似選択キャッチホン

INSナンバー・ディスプレイ

付加サービス使用料

B1・B2チャネルを両方使うため、
キャッチホンが入ったときは、他の
ポートを使用できません（内線通話の
み可能）。

・INSナンバー・ディスプレイの契約
をしていない場合、電話回線（アナロ
グ網）からの選択キャッチホンは受
け付けられません。
・ナンバー・ディスプレイに対応した
アナログ通信機器が必要です。

Atermの電話帳に相手の電話番号を
登録します。最大で30件まで登録可
能です。

選
択
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

）／
疑
似
選
択
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン（A
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rm
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能
）
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ご 注 意�

選択キャッチホンと識別着信を同時に利用することはできません。

選択キャッチホンを設定する
INSなりわけサービスの選択キャッチホンと疑似選択キャッチホンの、どちらを利
用するかを設定します。ファクスやモデムを接続したポートには、キャッチホンを
設定しないでください。

ご 参 考�
選択キャッチホンは、電話機から設定することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-3ページ）

疑似選択キャッチホン用の電話番号を登録する
疑似選択キャッチホンを利用する場合は、着信を許可する電話番号を、疑似識別着信
用の電話帳に登録します。30件まで登録可能です。
登録方法は、「疑似識別着信用の電話番号を登録する」（ 3-53ページ）をお読みく
ださい。

選
択
キ
ャ
ッ
チ
ホ
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）／
疑
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択
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ャ
ッ
チ
ホ
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能
）

1. 「INSなりわけ識別着信」か「疑似識別
着信」を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（1.1.1／1.2.1／1.3.1）

［アナログポート］ボタン→［Aポート］／
［Bポート］／［Cポート］タブ→［高度な設
定］ボタン

INSなりわけ選択キャッチホンを利用す
るときは「INSなりわけ識別着信」を、疑
似選択キャッチホンを利用するときは
「疑似識別着信」を選択します。

2. 「通信中着信時のみ使用可能」を
チェックする

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（1.1.1／1.2.1／1.3.1）

「通信中着信時のみ使用可能」をチェック
します。

（初期値　チェックなし）

（初期値）
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3.3.15 迷惑電話おことわりサービス（INSネット
64）／迷惑電話防止（Aterm機能）

迷惑電話やいたずら電話などの着信を拒否する機能です。拒否する相手の電話番
号をあらかじめ登録しておけば、相手から電話がかかってきても着信音が鳴りま
せん。

迷惑電話おことわりサービス（INSネット64）／
迷惑電話防止（Aterm機能）の違い

INSネット64
迷惑電話おことわりサービス

迷惑電話おことわりサービス6／
迷惑電話おことわりサービス30

付加サービス使用料

・迷惑電話がかかってきたときにすぐ
に登録します。
・相手にはメッセージが流れます。
・登録できる最大件数は、迷惑電話お
ことわりサービス6の場合は6件、迷
惑電話おことわりサービス30の場
合は30件です。

－

迷惑電話があったらすぐに登録する
必要があります。登録方法などについ
ては、NTTにお問い合わせください。

追加契約

追加料金

サービス
の違い

利用条件

その他

Aterm
迷惑電話防止

INSナンバー・ディスプレイ

付加サービス使用料

・迷惑電話がかかってきたときにすぐ
に登録する方法とあとから登録する
方法があります。
・相手には話中音が聞こえます。
・登録できる最大件数は20件です。

・INSナンバー・ディスプレイ（ 3-
29ページ）の契約をしていない場
合、電話回線（アナログ網）からの着
信を拒否することはできません。
・相手が発信者番号通知をしていない
場合、電話番号を登録していても迷
惑電話防止機能は働きません。ただ
し、発信者番号を通知しない着信す
べてを拒否することは可能です。

－

迷
惑
電
話
お
こ
と
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り
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かかってきた電話をすぐに登録する
今かかってきた電話を切ったあと、すぐに登録する方法です。相手の電話番号を入
力する必要がありません。
Atermの迷惑電話防止機能を利用する場合の登録方法です。INSネット64の迷惑
電話おことわりサービスの登録方法については、NTTにお問い合わせください。

ご 注 意�
・ 相手が自分の電話番号を通知してこなかった場合、手順3で「Ｐ：ヒツウチ　
キョヒシマスカ？」というメッセージが表示されます。この場合も、 を押す
と迷惑電話に登録できますが、非通知の電話がすべて拒否されますので注意し
てください。公衆電話からかけてきた場合の「C：コウシュウテ ン゙ワ」、電話番号
を通知できない地域や機種からかけてきた場合の「Ｏ：ヒョウジケンガイ」も同
様です。

・ 着信した電話機からのみ登録できます。

1. 電話機の受話器をあげる
A

�

８月　２４日　１４：２０�

2. を順に押す
A

０３１２３４５６７８�

メイワクテﾞ ンワトウロク�

3. を押す
A

キョヒシマス�

０３１２３４５６７８�

4. を押す
A

�

セッテイシマシタ�

5. 受話器を戻す

迷
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1. 一覧から空いている番号を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（4.5）

［電話帳］ボタン→［迷惑電話防止］タブ

一覧の中で空いている番号をクリックし
ます。

2. 名前・電話番号を入力する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（4.5）

1) 相手の名前を入力する

2) 電話番号（市外局番から）を入力する

3. ［追加］ボタンをクリックする

4. 続けてほかの番号を登録するときは、
手順1～3を繰り返す

電話番号を指定して登録する
相手の電話番号を1つずつ登録します。
Atermの迷惑電話防止機能を利用する場合の登録方法です。INSネット64の迷惑
電話おことわりサービスの登録方法については、NTTにお問い合わせください。

ご 注 意�
迷惑電話防止で電話番号を設定していても、相手が自分の電話番号を通知してこ
ないと、迷惑電話防止機能は働きません。

こんなときは�？�？�
・ 自分の電話番号を通知してこない電話の着信を拒否するときは、手順2で電話
番号を設定する代わりに、「非通知」、「表示圏外」、「公衆」のいずれかをチェッ
クしてください。「非通知」は自分の電話番号を通知しない着信、「表示圏外」は
電話番号を通知できない地域や機種からの着信、「公衆」は公衆電話からの着
信です。

・ 登録済みの電話番号を変更したい場合、手順1で修正する番号を選択し、新しい
電話番号に変更し、［更新］ボタンをクリックしてください。

・ 登録済みの電話番号を削除したい場合、手順1で削除する番号を選択したあと、
［削除］ボタンをクリックしてください。

ご 参 考�
迷惑電話防止用の電話番号の登録・表示・削除は、電話機から行うこともできます。
「8. 電話機からの設定操作」（ 8-13ページ）
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3.3.16  優先着信ポート指定
優先的に着信させるポートを指定します。
たとえば、Aポートを優先着信ポートにすると、Aポートが空いていればAポートに
接続した電話機だけが鳴ります。Aポートが空いていないときは、Bポート、Cポート
に接続した電話機が鳴ります。データポートに優先順位をつけることもできます。

1. 優先着信ポートを選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（1.4／2.5b）

アナログポート：［アナログポート］ボタン→［共通設定（着信）］タブ

優先着信ポートを1つ選択します。

データポート：［データポート］ボタン→［共通設定］タブ→［その他］選択

（初期値）

ご 参 考�
・ 優先着信ポートは、電話機から設定することもできます。
「8. 電話機からの設定操作」（ 8-7ページ）

・ ホームテレホン／ビジネスホンと接続する場合（ 付-5ページ）は、優先着信
させるポートを指定してください。

（初期値）優
先
着
信
ポ
ー
ト
指
定
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3.3.17  マイプライベート着信
かけてくる相手によって、着信させる電話機を変える機能です。
あらかじめ相手の電話番号と、着信させるポートを登録しておくと、Atermが相手
の電話番号を判別して、登録した電話機を鳴らします。
たとえば、職場からの電話は仕事部屋の電話機へ、子供の友達からの電話は居間と
子供部屋へ、電話番号を通知していない電話は居間へといったような使い方がで
きます。電話番号は30件まで登録可能です。

2F

2F

1F

03-1111-1111から電話�
（番号通知）�

�
�

xxx-xxxx-xxxxから電話�
（番号非通知）�

03-1111-1111

設定�

2F
1F番号非通知�

電話網�

各部屋でそれぞれ電話を受ける

利用条件

マイプライベート着信

INSナンバー・ディスプレイ

付加サービス使用料

・INSナンバー・ディスプレイ（ 3-29
ページ）の契約をしていない場合、電話回線
（アナログ網）からの着信を識別することは
できません。
・識別着信を使用している場合、登録してい
ない電話や電話番号を通知してこない電話
には着信させません。

－

追加契約

追加料金

利用条件

その他

マ
イ
プ
ラ
イ
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ト
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マイプライベート着信を設定する
マイプライベート着信を使用するように設定します。

1. マイプライベート着信を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（4.2）

［電話帳］ボタン→［マイプライベート着信］タブ

「マイプライベート着信を使用する」をチェックします。

（初期値　チェックなし）

ご 参 考�
マイプライベート着信は電話機から設定することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-11ページ）

マイプライベート着信用の電話番号を登録する
マイプライベート着信させる電話番号と着信ポートを登録します。30件まで登録
可能です。

マ
イ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
着
信

1. 一覧から空いている番号を選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（4.2）

［電話帳］ボタン→［マイプライベート着
信］タブ

一覧の中で空いている番号をクリックし
ます。

2. 名前・電話番号・サブアドレスを入力
する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（4.2）

1) 相手の名前を入力する

2) 電話番号（市外局番から）を入力する

3) 必要ならサブアドレスを入力する

3. ポートを選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（4.2）

着信させるポートをチェックします。

4. ［更新］ボタンをクリックする

5. 続けてほかの番号を登録するときは、
手順1～4を繰り返す
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こんなときは�？�？�
・ 発信者番号を通知してこない電話を受ける着信ポートを設定するときは、手順
2で電話番号やサブアドレスを設定する代わりに、「非通知」、「表示圏外」、「公
衆」のいずれかをチェックしてください。「非通知」は自分の電話番号を通知しな
い着信、「表示圏外」は電話番号を通知できない地域や機種からの着信、「公衆」は
公衆電話からの着信です。

・ 登録済みの電話番号を変更したい場合、手順1で修正する番号を選択し、新しい
電話番号に変更してください。

・ 登録済みの電話番号を削除したい場合、手順1で削除する番号を選択したあと、
［削除］ボタンをクリックしてください。

ご 参 考�
マイプライベート着信用の電話番号は、電話機から登録することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-11ページ）

マ
イ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
着
信
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3.3.18 着信ダイヤルイン複数選択
1つのポート（アナログポートやデータポート）に複数の電話番号を着信させるこ
とができます。ダイヤルインサービスで複数の電話番号を契約してください。

1F

03-1111-1111へ�

はい�
03-1111-2222です�

はい�
03-1111-1111です�

03-1111-2222ヘ�

電話網�

いろんな電話番号で１つの電話機に着信している

利用条件

ご 参 考�
「3.3.8　ダイヤルインサービス」（ 3-38ページ）

着信ダイヤルイン複数選択

ダイヤルインサービス

付加サービス利用料

ダイヤルインサービスで複数の追加番号の
契約が必要です。

－

追加契約

追加料金

利用条件

その他

着
信
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
複
数
選
択
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各ポートに電話番号を設定する
契約者回線番号やダイヤルイン番号を、着信させたいポートに割り当てます。

ご 参 考�
着信番号の割り当ては、電話機から設定することもできます。
「8. 電話機からの設定操作」（ 8-4ページ）をお読みください。

着
信
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
複
数
選
択

1. 追加のダイヤルイン番号を入力する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（3.1）

［番号テーブル］ボタン

ダイヤルイン番号を追加で契約した場合
は、追加分を入力します。

2. 電話番号ごとに着信させるポートを
選択する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（3.1）

電話番号ごとに、着信させるポートを
チェックします。複数のポートをチェッ
クしてもかまいません。

［全ON］ボタンをクリックすると、すべて
のポートにすべての電話番号が着信する
ようになります。［全OFF］ボタンをク
リックすると、すべてのポートのチェッ
クがはずれます。
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3.3.19  サブアドレス
INSネット64の加入者どうしなら、電話をかけるときに、電話番号のほかにサブア
ドレスを加えることができます。
着信側で、ポートごとに異なるサブアドレスを設定しておくと、発信側はサブアド
レスで端末を呼び分けることができます。
サブアドレスはアナログポートとデータポートのどちらにも設定できます。

利用条件

自己サブアドレスを設定する（着信側）
着信側は、あらかじめポートごとにサブアドレスを設定しておきます。サブアドレ
スに使う番号は自由に決めることができます。
相手に電話番号と設定したサブアドレスを知らせてください。

サブアドレス

不要

不要

発信側・着信側両方が、INSネット64に加入
している必要があります。

－

追加契約

追加料金

利用条件

その他

サ
ブ
ア
ド
レ
ス

1. サブアドレスを入力する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（1.1.1／1.2.1／1.3.1／2.1
／2.2／2.3）

アナログポート：［アナログポート］ボタ
ン→［Aポート］／［Bポート］／［Cポー
ト］タブ→［高度な設定］ボタン

データポート：［データポート］ボタン→
［データポート］／［USB（B）ポート］／
［USB（F）ポート］タブ→［電話番号］選択

サブアドレスを19ケタ以内の数字で
入力します。

2. 必要ならサブアドレスなし着信を解
除する

サブアドレスが指定されない着信を拒否
するときは、「サブアドレスなし着信す
る」のチェックをはずします。データポー
トでは、セパレータも選択できます。

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（1.1.1／1.2.1／1.3.1／2.1
／2.2／2.3）

アナログポート：

（初期値　チェック済み）

データポート：

（初期値　チェック済み）
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ご 注 意�
「サブアドレスなし着信をしない」に設定すると、サブアドレスが指定されない着
信を一切受け付けなくなります。相手が電話回線（アナログ網）の場合、サブアドレ
スを付けて電話をかけることはできないので、ご注意ください。

ご 参 考�
サブアドレスは、電話機から登録することもできます。
「8. 電話機からの設定操作」（ 8-4ページ）

サブアドレスを付けて電話をかける（発信側）
相手の電話番号に、サブアドレスを付けて電話をかけます。
双方がINSネット64に加入している必要があります。

サ
ブ
ア
ド
レ
ス

3. 必要なら、発・着サブアドレス通知を
選択する

ナンバー・ディスプレイまたはモデム・ダ
イヤルインを使用する際に、発／着サブ
アドレスをアナログ通信機器に通知する
ときは、以下の設定を行います。

『らくらくユーティリティ画面兼設定記
入シート』（1.1.1／1.2.1／1.3.1）

「発・着サブアドレスを通知する」を
チェックします。

（初期値　チェックなし）

1. 電話機の受話器をあげる 2. ［電話番号］＋［ ］＋［サブアドレス］
をダイヤルする

（例）電話番号　03-1111-1234、
　　サブアドレス　100の場合

を押します。
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通話可能な組み合わせ
発信側のサブアドレス通知の有無と、着信側の設定の組み合わせによって、実際に
通話できるかどうかが決まります。

着
信
側

サブアドレス
通知なし

○

○

×

×

サブアドレス
通知あり

×

アドレス一致　　○

アドレス不一致　×

×

アドレス一致　　○

アドレス不一致　×

サブアドレス
登録なし

サブアドレス
登録あり

サブアドレス
登録なし

サブアドレス
登録あり

サブアドレ
スなし着信
する

サブアドレ
スなし着信
しない

○：通話可能　×：通話拒否

サ
ブ
ア
ド
レ
ス

発信側
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3.3.20  識別着信転送（INSネット64／Aterm機能）
特定の相手からの電話のみを、登録しておいた番号へ自動的に転送します。
識別着信（INSなりわけ識別着信／疑似識別着信）で登録した相手のみを、転送する
（着信転送／疑似着信転送）機能です。

識別着信転送を設定する
識別着信で相手を登録し、転送方法を設定します。

1. 識別着信を設定する

「3.3.12　INSなりわけ識別着信／疑似識別着信」（ 3-50ページ）を参照し、識
別着信の設定を行います。

疑似識別着信の場合は、Atermの電話帳に電話番号を登録してください。INSなりわ
け識別着信の場合は、NTTに登録します。

2. 着信転送を設定する

「3.3.3　着信転送／疑似着信転送」（ 3-22ページ）を参照し、転送条件と転送元・
転送先の電話番号など、着信転送用の設定を行います。

ただし、手順3で転送条件を次のように設定してください。

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（1.4.1）

「INSなりわけ時に転送する」または「疑似識別着信時に転送する」を選択します。

識別着信転送を開始／停止する
らくらくユーティリティや前面ボタンで「電話着信転送モード」を設定したあと、
でかけるボタンを使用します。

ご 参 考�
・ でかけるボタンは、工場出荷状態ではロックされています。Selectボタンを押
しながらでかけるボタンを押すと解除されます。

・ でかけるボタンを押したあと、もう一度押すときは、数秒待ってから押してくだ
さい。

（初期値）

識
別
着
信
転
送（IN

S

ネ
ッ
ト6

4

／A
te
rm

機
能
）

1. でかけるボタンを上から押す

テﾞ ンワテンソウ�

８月１４日　２３：３０�

でかけるボタンのランプが赤く点灯し、
以降、登録している電話番号からの着信
のみが転送されます。

2. 転送を停止するときは、でかけるボタ
ンをもう一度押す

でかけるボタンのランプが消灯します。
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3.3.21  お出かけ設定（一部はINSネット64機能）
お出かけ設定は、就寝時や外出時など電話に出ることができないときに役立つ機
能です。
着信時に着信音を鳴らさないようにする「おやすみモード」と「フラッシュモード」、
他の電話番号へ転送する「電話着信転送モード」と「ボイスワープ転送モード」があ
ります。

各モードの違い
そのときの状況に応じて、次のモードから1つを使用できます。

・ おやすみモード

電話がかかってきたとき、着信音を鳴らす代わりにAtermのディスプレイのピクトグ
ラムを点滅させて知らせます。着信ポートがわかるので、電話に出ることができます。

・ 電話着信転送モード

電話がきたとき、他の電話に転送したり、相手の電話番号を電子メールで知らせます。
転送には、INSネット64の着信転送を使う方法と、Atermの疑似着信転送を使う方法
があります。電話番号を電子メールで通知する（電話番号着信通知）では、BIGLOBE
の遊遊メールを使います。電話着信転送モードを利用する場合は、NTTとの契約（着
信転送利用時）や、転送方法や転送条件などの設定操作が必要です。詳しくは、「3.3.3
着信転送／疑似着信転送（ 3-22ページ）をお読みください。

・ ボイスワープ転送モード

電話がきたとき、INSボイスワープを使ってほかの電話に転送します。INSボイス
ワープ／INSボイスワープ・セレクトの契約や、設定操作などが必要です。詳しくは、
「3.3.11 INSボイスワープとINSボイスワープ・セレクト」（ 3-47ページ）をお
読みください。

・ フラッシュモード

電話がきたとき、着信音を鳴らす代わりにでかけるボタンを点滅させて知らせます。
どのポートに着信したかはわかりません。

ご 注 意�
・ おやすみモード中の着信に、コードレス子機で応答する場合、子機の［通話］ボタ
ンや［外線］ボタンを押してください。ボタンを押さないと、数十秒で電話が切れ
ることがあります。

・ おやすみモードの利用時、［ナンバー・ディスプレイを使用する］を設定したアナ
ログポートに着信があった場合でも、接続している電話機の種類によっては電
話番号表示を行わないものがあります。

・ おやすみモードの利用時、［モデム・ダイヤルインを使用する］を設定したアナロ
グポートに着信があった場合、着信音を鳴らさないので着信している電話機が

お
出
か
け
設
定（
一
部
はIN

S

ネ
ッ
ト6

4

機
能
）



3-73
3.  電話機能

3

おやすみモード

不要

不要

・でかけるボタン
を点滅させます。
また、着信したア
ナログポートの
ピクトグラム
（ A、B、C）を点
滅させます。
・一度でも着信が
あると、その後
は、でかけるボタ
ンが点滅したま
まとなります。

－

点滅したポートに
接続した電話機の
受話器をあげる
と、通話できます。

追加契約

追加料金

着信時
の動作

利用条件

その他

お
出
か
け
設
定（
一
部
はIN

S

ネ
ッ
ト6

4

機
能
）

わからなくなることがあります。

・ おやすみモードの利用時、［アナログ・ダイヤルインを使用する］を設定している
アナログポートへは着信しません。

電話着信転送
モード

「着信転送」利用時
は必要

「着信転送」利用時
は必要

着信転送と疑似着
信転送の場合は、
設定された電話番
号に転送されま
す。電話番号着信
通知の場合は、相
手の電話番号が電
子メールで通知さ
れます。

「電話番号着信通
知」を利用するに
は、BIGLOBEの
加入、遊遊メール
の契約、INSネッ
ト64の発信者番
号通知の契約が必
要です。

－

ボイスワープ
転送モード

INSボイスワープ
／INSボイスワー
プ・セレクト

付加サービス使用
料

設定された電話番
号に転送されま
す。

－

－

フラッシュ
モード

不要

不要

でかけるボタンを
点滅させます。ど
のポートに着信し
たかはわかりませ
ん。電話が切断さ
れると、点灯に変
わります。

－

－
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モードの切り替え
お出かけ設定を行うときは、まず、使用するモードを1つ選択します。Aterm前面の
ボタンを使って切り替える方法を説明します。

ご 注 意�
・ 電話着信転送モードを利用する場合、着信転送の種類や転送条件、転送元・転送
先電話番号などは、らくらくユーティリティを使ってあらかじめ登録しておい
てください。「3.3.3　着信転送／疑似着信転送」（ 3-22ページ）。
一度登録すれば、あとはAtermの前面ボタンを使って、電話着信転送モードへ
切り替えるだけで済みます。

・ ボイスワープ転送モードを利用する場合、転送開始モードや契約電話番号はら
くらくユーティリティを使ってあらかじめ登録しておいてください。「3.3.11
INSボイスワープとINSボイスワープ・セレクト」（ 3-47ページ）。一度登録
すれば、あとはAtermの前面ボタンを使って、ボイスワープ転送モードへ切り
替えるだけで済みます。

こんなときは�？�？�
操作を途中で中止するときはMenuボタンを押します。

ご 参 考�
らくらくユーティリティで、モードを切り替えることもできます。

4. Selectボタンを押して切り替える

�

４：フラッシュモート゛�

Selectボタンを押すたびにモードが順
番に切り替わります。
１：オヤスミモード
　　　　↓
２：デンワテンソウスル
　（電話着信転送モード）
　　　　↓
３：ボイスワープセッテイ
　（ボイスワープ転送モード）
　　　　↓
４：フラッシュモード

5. Enterボタンを押す

セッテイシマシタ�

フラッシュモート゛ニ�

選択したモードに設定されます。

お
出
か
け
設
定（
一
部
はIN

S

ネ
ッ
ト6

4

機
能
）

1. Menuボタンを押す

�

１：チャクシンリレキ�

2. Selectボタンを2回押す

�

３：オテ゛カケモート゛�

3. Enterボタンを押す

セッテイテ゛ス�

オテ゛カケモート゛ノ�

　　　↓　5秒後

�

１：オヤスミモート゛�
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ご 注 意�
「バンゴウヲセッテイシテクダサイ」が表示されたときは、らくらくユーティリ
ティを使って電話番号、転送条件などを登録してから、改めてボタン操作を行って
ください。

お出かけ設定を開始／停止する
選択したモードを開始するには、でかけるボタンを押します。もう一度押すと、停
止されます。

● でかけるボタンをロックする

でかけるボタンを間違って押さないように、ボタンをロックすることができます。
ロックするときは、Selectボタンを押しながらでかけるボタンを押します。ロック
を解除するときは、もう一度同じ操作を行います。

ご 参 考�
・ でかけるボタンは、工場出荷状態ではロックされています。Selectボタンを押
しながらでかけるボタンを押すと解除されます。

・ でかけるボタンを押したあと、もう一度押すときは、数秒待ってから押してくだ
さい。

お
出
か
け
設
定（
一
部
はIN

S

ネ
ッ
ト6

4

機
能
）

1. でかけるボタンを上から押す

POWER
MSG

SD/RD

オヤスミ�

８月１４日　２３：３０�

でかけるボタンのランプが赤く点灯し、
お出かけ設定が有効になります。
開始されるモードは、一番最後に設定
したモードです。毎晩おやすみモード
にするなど、同じモードを続けて使用
するときは、でかけるボタンを使用し
てください。

2. 動作を停止するときは、でかけるボタ
ンをもう一度押す

でかけるボタンのランプが消灯します。

ロックしたとき

ロックシマシタ�

テ゛カケルホ゛タンヲ�

ロックを解除したとき

ロックカイシ゛ョシマシタ�

テ゛カケルホ゛タンヲ�
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3.3.22  HLC
相手もINSネット64に加入している場合、接続する通信機器の種別をHLC（高位レ
イヤ整合性）に設定して、HLCが一致する相手とのみ通信を行うことができます。
HLCはアナログポートとデータポートのどちらにも設定できます。

利用条件

HLC一覧
HLCのコードは次のとおりです。アナログポートの場合、接続機器の種別を選択す
ると、機器に対応したHLCが自動的に設定されます。データポートには、コードを
自由に設定できます。

アナログポートに自動設定されるコード

H
L
C

HLC

不要

不要

発信側・着信側両方が、INSネット64に加入
している必要があります。

－

追加契約

追加料金

利用条件

その他

コード 種別

01 電話

04 G2/G3ファクス

33 G4ファクス

36 ミックスモード

49 テレテックス

50 ビデオテックス

53 テレックス

56 メッセージ処理システム（MHS）

65 OSIアプリケーション

接続機器 コード 種別

電話 01 電話

FAX/モデム 04 G2/G3ファクス
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HLCを設定する
HLCを設定します。データポートの場合は、コードを設定できます。

● アナログポートの場合

アナログポートでは、HLCを設定して通知するだけか、着信のHLCを照合するかど
うかを選択できます。

1. HLCを設定する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（1.1.1／1.2.1／1.3.1）

［アナログポート］ボタン→［Aポート］／［Bポート］／［Cポート］タブ→［高度な設定］ボタン

「HLCを設定し、着信判定する」または「HLCを設定するが着信判定しない」を選択します。

● データポートの場合

1. HLCを設定する

『らくらくユーティリティ画面兼設定記入シート』（2.1／2.2／2.3）

［データポート］ボタン→［データポート］／［USB（B）ポート］／［USB（F）ポート］タブ→［電
話番号］選択

1)「HLCを設定する」をチェックする

2) コードを入力する

ご 参 考�
・ ファクス電話のように、相手が電話でもファクスでも着信を受け付けたいとき
は「HLCを設定しない」に設定します。HLCを設定するとISDN用電話機からの
着信を受け付けません。

・ HLCは、電話機から設定することもできます。
「8.電話機からの設定操作」（ 8-3ページ）

H
L
C

（初期値）

（初期値　チェックなし）
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HLC照合のしくみ

電話網�

自分のHLC

G3ファクス�

G3ファクス�

電話機�

G2/G3ファクス�

G2/G3ファクス�

HLC

電話�

HLC

発信時は、Atermが自分の機器を表すHLCを付けて発信します。
着信時は、発信側からのHLCと自分のHLCを照合し、一致する場合にのみ通信を行
います。ただし、HLCが通知されない相手からの着信は受け付けます。

H
L
C


